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プロローグ

１　夫婦になりましょう

２　心の距離を縮めましょう

３　愛されていることを知りましょう

４　二人と一人になりましょう

５　家族になりましょう
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プロローグ








　その人を初めて見かけた場所は、取引先の会社だった。

「見通しが甘い。もう一度作り直してくれ」

「し、しかし部長……」

「二度は言わない」

　凍てつく怜悧な瞳と、取り付く島もない言葉、そしてほんの少しも変化がない表情。

　その場の温度が三度ほど下がったような錯覚に、私は思わず上司の後をついていく足を止めた。

　彫りの深い端正な顔立ち、濡羽色の髪に青みがかった黒の瞳が印象的なその人は、一回りは年上の部下に対して冷酷に、それでいてどこまでも正しい指摘を淡々とぶつけている。

「過去十年分の業界データを参照するようにと言ったはずだが、三年分のデータしか記載がないな。加えて、先方の市場拡大に関する正確な統計を確認すべきところを、予測のみで誤魔化そうとしている。……見通しが甘いと言うより、『資料を作る気がない』と言ったほうがいいか？」

「……申し訳、ございません」

「謝罪はいい。結果で示せ」

　こっちの会社には随分と怖そうな人がいるんだな、————取引先との商談にサポートメンバーとして同行していた私は、慄きつつ再び足を動かし始める。上司もちょうど私と同じことを考えていたのか、先を行く商談の担当者に向かって「気が引き締まりますね」と苦笑気味に話を振っていた。

「ああ、緒お方がた部長ですか？　いやあ、僕も未だに話すときにドキドキしますよ」

「緒方というと、もしかして御社の……」

「社長の御子息ですね。社長の意向で、しばらく現場で働いてから経営に関わるようになるとかで……かれこれ十年ぐらい営業部に在籍しています。でも手腕は確かですよ！」

「先ほどのを見ていると、確かに厳しそうですね」

「彼が入ってからかなり業績は上がりましたねえ。親の七光りという言葉は、緒方部長には当てはまらなかったみたいです。怖いは怖いですが、言ってることは正しいですし……本人がとにかく仕事人間なんですよね」

　ああそうか、あの人が『緒方』の御曹司なんだ。

　担当者と上司の会話を拾って妙な納得感を覚え、通り過ぎたばかりのフロアをちらりと振り返った。

　彼自身のことは知らないけれど、『緒方』のことはよく知っている。親が経営する会社で自分の実力をきちんと示すのは、きっと私が考えるよりもずっと大変なことなのだろう。

　彼はまだ先ほどの場所にいて、同じ表情で新しい書類を捲っていた。

　でも、確かにあの顔で詰め寄られたら怖そうだな、————なんて考えた瞬間、その顔が不意に持ち上がり、青の滲む、冬の夜空のような瞳と目が合った。






１　夫婦になりましょう








　人生で指先がこんなにも震えたことは、果たしてあっただろうか。

　街が眠りにつき始める夜の十時。清潔なオフホワイトで纏められた、静謐で生活感のないリビングの真ん中。飾り気のない、大きなダイニングテーブルの向こうから、いつかと同じ怜悧な瞳が私を見つめた。

「書けたか」

「は、はい……」

　文字と同じように震えた声音で肯定を返せば、目の前の彼は瞬き一つしないまま、私の手元から書類をそっと取ってみせる。ほんの少しだけ青みがかった瞳が文字を追うように書類の上を滑っていった。

　彼が書類を見ている間、一人暮らし用の家にしては広いリビングには静寂が満ちる。あまりにも居心地が悪く、私は緊張しながら彼の手元を見つめ続けた。

「……問題はなさそうだな」

「ありがとうございます」

　頭を下げた拍子に書類の表面が視界に入る。紙面の左上に『婚姻届』と書かれたそれは、私、『宇う津つ美み早さ織おり』と、目の前の彼、『緒方冬ふゆ生き』が今から結婚するということを示していた。

　書類の必要事項を全て埋めた今、私と彼は晴れて夫婦になることを約束された、らしい、————まだこれっぽっちも実感がないけれど。

「これは後日、俺が出しておく」

　愛想も何もない声音でそう言った緒方さんは、身の置き場がなく固まったままの私を余所に席を立つと、部屋を出ていってしまった。いよいよ完全な無音となってしまったリビングを見回して、私はさらに縮こまる。と、取り残されてしまった。緒方さんの家なのに。

「……いや、私ももう『緒方』になるんだった」

　息をつけば、先ほどまで目の前にあった緒方さんの整ったかんばせが瞼の裏に浮かぶ。

　緒方冬生さんは、歳は私より六つ上の三十一歳で、経済界で大きな影響力を持つ『緒方財閥』の長男だ。母方が英国出身らしく、青みがかった瞳や彫りの深い顔立ち、上背の高さではどことなく浮世離れした容姿が印象的だった。

　彼と話したのは今日が初めてで、もちろん恋人同士でも何でもない。

　私たちは、ただ互いの家のために結婚をするのだ。生まれついた家のために、ろくに会話もしたことのない男性と結婚する。時代に逆行しているとは思うけれど、私や緒方さんのような家柄だとままあることで。

　小さいころから言い聞かせられていたおかげで、ろくに話したこともない男性と結婚する覚悟は、とっくのとうにできていた。ただ誤算だったのは、その相手があんな美丈夫で、しかもあのときの『取引先の怖そうな人』だったことである。

　————そもそもこの結婚の発端は、父が会社の事業に失敗したことだった。

　宇津美家は大きなグループ会社を経営する一族で、祖父が第一線を退いてからは、その長男である父が会社の直接的な経営を取り仕切っている。緒方さんの実家が経営する会社とは、一部事業内容こそ重なるものの、互いに良い取引先として関係を築いてきていた。

　父は長く続く経営一族の長男として、きちんと教育を受けてきた人間だ。経営についての手腕は確かだけれど、それでも失敗をすることはある。今回はその失敗が、取り返しがつかないほどに大きなものだった、————ということだ。

　そこで大損を出した宇津美家の尻拭いを緒方家が申し出てくれたのだけれど、もちろん善意だけで動いてくれるはずもない。こちらに課せられた条件は、跡取りの緒方冬生と宇津美家の娘を結婚させることだった。

　宇津美家は華族の流れを汲む家で、とにかく『家柄』というものだけは良い。一方緒方家は、当代が精力的に事業を拡げ、ほぼ一代でここまでのし上がってきた新興の商家だ。今や他の追随を許さないほどに大きく成長した緒方家が、唯一自力では手に入れられないもの。それがこの業界に未だ根強く残る、家柄を貴ぶ風潮を黙らせるだけの血筋だったらしい。

　かくいう父も、表向きは緒方の当主と友好的な関係を築きながらも、裏では『成金』と呼んで見下していた。だからこそ、二人いる娘のうち私を、————必要のないほうの娘を、差し出したのだろう。

　双子の妹は学生の頃から優秀で、周囲には天才だとあがめられていたような子だ。商才もあり、何をやっても期待以上の働きをするため、父にかなり可愛がられていた。鳴り物入りで本社に入り、重要な部署を任されていると聞いている。手元に置いておきたいのだろうな、と容易に想像がついた。

　一方の私は至って平均的な人間だった。大きな欠点はないけれど、秀でたものは何もない。父は私に就職の話など一度も振らなかったから、自分で就活をして、宇津美家とは何の関係もない、という顔をして今の子会社に就職したぐらいだ。家のことを隠しているせいで、深い友達もできず、内に閉じこもる一方。華やかな交友関係があるらしい妹とは、ここでも大きな差がついてしまっている。

「……はあ、」

　ずきずきと、心が痛い。

　憎まれているわけではないし、虐げられてきたわけでもない。ただ、愛情の格差は確かにあるのだと突き付けられたような気分だった。もう『そういうもの』だと諦めがついていることなので、今更どうでもいいのだけれど。

　この結婚だって、私自身が求められたわけではなく目的は『血筋』、つまり『子どもを作ること』だ。歴史だけは長い宇津美家の血が入ることによって、緒方家は次代から盤石になり、私はその礎となる、————といったところだろう。

　唯一の居場所だった職場も、両親の意向で結婚を機に辞めさせられている。私的に会うような、『友達』と呼べる同僚もほぼいない私にとっては、緒方さんと住むこの家だけが居場所になるのに、————

「上手くやっていけるかな……」

　重々しい溜息がもう一つ落ちる。問題は、緒方さんとの接し方だった。

　彼と子どもを作れるかどうかは一旦置いておくにしても、まず自然な日常会話を交わせるかが怪しい。前に見かけた際の印象のせいで、接するときにどうにも及び腰になってしまうのだ。

　私の会社でも緒方さんの厳しさは話題になっていて、あの後もたびたび噂話は聞いていた。理不尽に厳しいという話を聞いたことがないけれど、仕事に対して一切の妥協を許さない人というのは本当らしい。

　ただ、その素晴らしい手腕を買われて他部署のフォローに駆り出されたり、次期社長としての課題があったりと激務らしく、会社近くのホテルに泊まり込んでいるというような噂もあった。それだけ忙しいなら、子どもだけ作って別居生活……という可能性もあるかもしれない。

　子どもは好きだけれど、『家族』というものを自分が上手く作れるかは不安だった。今ある家族とすら上手くいってない私が、新しい家族を作って、その中で生きていくなんてこと、できるんだろうか、————思わず歪んでしまう唇に指先で触れていると、がちゃりという聞き覚えのある音と共に、リビングのドアが開く。

「まだそこにいたのか」

　ドアの向こうから顔を覗かせたのは緒方さんで、彼は出ていったときのまま体勢を少しも変えていない私を見ると、感情の読めない声音でぽつりと呟いた。『ぼんやりして時間を無駄にするな』という副音声が聞こえたような気がして、私はさっと青ざめる。

「す、すみません……！」

「……いや、」

　慌てて立ち上がると、今の今まで少しも動いていなかった緒方さんの表情が、ほんの少しだけ困惑の色を滲ませた。

「咎めたわけではない。今日からここはお前の家でもあるだろう。……好きに過ごしてほしい、という意味だった」

「え、」

　思いもよらない言葉に、私は間抜けな音を零したきり固まってしまう。責める意図などまるでない、純然たる気遣いだったのだと分かれば、肩から力が抜けていった。

　私が緊張を解いたのを見てとったのだろう、緒方さんがこちらへと近付いてくる。私より頭一つ分背の高い彼は、こうして近くで見上げるとより一層大きく見えた。

「今、風呂を沸かしてきた。もう入れるはずだ」

「お風呂、ですか？」

「……今日は初夜だ。お前から先に入って構わない」

「あ……」

　せっかく抜けた緊張が、再び手足を強張らせていく。

　そうだった、これから私は、————この人と子どもをきちんと作らなければいけないんだった。

　この結婚の目的は血筋を混ぜること。そして、赤ん坊はキャベツ畑から取れるわけでも、コウノトリが運んでくるわけでもない。今まで考えないようにしていた『ほぼ初対面の男性に抱かれることができるのか』という問題が、確かな実感を持って目の前に迫っていた。

　先ほどの気遣いからして、私が思っているよりも優しい人なのかもしれない。それでも生まれて初めての行為を、今日初めて喋り、今日婚姻届を書いた相手とするのは、————やっぱり少し、いや割と、怖いような気がした。
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　髪は洗った。身体も、特に念入りに洗った。見苦しいところがないかも、鏡の前で十回はチェックした。

　それでも————このお風呂場から出る勇気が湧いてこない。

「……どうしよう」

　どくどくとうるさい心臓は、先ほどの婚姻届の記入のときの緊張なんて可愛らしいと思えるほどに早鐘を打っていた。もしこの心臓をつついたとしたら、きっとそのまま破裂してしまうに違いない。

　だって私はこれから、今日初めて話した男性に抱かれるのだ。

　怖いのもあるけれど、きっと一番大きいのは緊張だろう。私にとって一番恐ろしいことは、抱かれることそのものよりも、その行為によって、誰か、————この場合は緒方さんを、失望させたり、不快にさせたりしてしまうことだった。

　これから一緒に生きていかなければならない人に、せめて嫌われたくはない。消極的で後ろ向きな願いが、私の胸の底にこびりついている。

　しかし、宇津美家の令嬢として恋愛ごとには一切手を出してこなかった私にとって、これから起こるであろうことは、想像も及ばないほどの未知だ。身体のどこをどれほど綺麗にすれば、彼を不快にさせずに済むのかすらも分からない。こんな状態で緒方さんと向かい合うなんて、無謀すぎるように思えた。

「どうしよう……」

　数秒前と同じ言葉が唇から零れるけれど、それは先ほどよりも随分と情けなく響いた。時間が経てば経つほど、状況は悪くなっていく。そろそろ緒方さんも、戻らない私を不審に思い始めているはずだ。

「とりあえず、出よう。出て……髪を拭いて……」

　自分を落ち着けるために、わざと段取りを口に出す。下着は付けるべきだろうか。服は何を着ればいいんだろう。そんな疑問を、ぐるぐると頭の中で回していると、————

『おい』

「！」

　心臓が、大きく滑ってひっくり返った。

　摺りガラスのようになっている、お風呂場のドアの、その向こう。ぼんやりと人影が見えて、私は慌てて自分の身体を腕で隠す。こちらに投げかけられた声を検分しなくたって、この家には私ともう一人しかいない。

　きっと、あまりに遅いから呆れて様子を見にきたのだろう。さっと血の気が引く感覚に、心臓が今までとは違う音色を奏で始めて。

『大丈夫か』

「だ、大丈夫です……！　すみません、もう出ます」

『……ああ』

　返事をすれば、緒方さんはすぐにリビングへと引き返していく。

　私の身体は先ほどまでの躊躇が嘘のように動き、ものの数分で彼にお風呂場を明け渡したのだった。





＊＊＊






「……お前はよく固まっているな」

　お風呂場からこの寝室へとやってきた緒方さんが、乾かし切れていない髪をくしゃりと掻いて私を一瞥する。彼より先にお風呂を頂き、居たたまれない気持ちでベッドに腰かけていた私は、髪を下ろした彼の色気や雰囲気に気圧され、ゆるゆると視線を下げた。ただでさえ緊張と不安で早まっていた鼓動が、気恥ずかしさや動揺でさらにスピードを上げていく。

　こうして改めて見ると、緒方さんは信じられないぐらい格好良かった。きっと結婚したいと手を上げる素敵な女性はいくらでもいただろう。そう思えば、結婚相手が私であることが申し訳ないような気もしてくる。

「すみません……緊張して」

　まだお風呂場での動揺は残ったままで、私の声は微かに震えていた。ここに来て、『抱かれる』という意識が強くなってきて、緊張と不安の割合がちょうど半々ぐらいになって。

「そうか」

　平淡な相槌と同時に、緒方さんが私の隣に腰を下ろす。マットレスの片側が沈み、私も使ったボディーソープの香りがふわりと鼻腔をくすぐって、————

「緊張するなとは言わないが、止めてやるつもりはない。……だが、可能な限り優しくする」

　そっと持ち上げられた手の甲に、柔い感触が触れた。じわり、と移る熱。それが緒方さんの唇であることに気付いた瞬間、頬どころか首筋まで赤く染まるような感覚に襲われる。

　手の甲にキスして誓うなんてどこかの騎士みたいなのに、その所作が嫌味なく似合ってしまうのだから恐ろしい。私が再び硬直していることに気付いたのか、彼の青混じりの瞳が一度、二度と瞬いた。

「……ああ、すまない。これは癖というか」

「く、癖ですか？」

「母の躾でな。女性のことは貴婦人のように……特に愛すべき女性のことは、女王のように扱えと」

「愛すべき女性……」

「お前のことだ、早織」

　早織、————初めてその声音で呼ばれた名前と、台詞自体の破壊力に心臓が一際大きく跳ねて、呼吸すら止まってしまう。真意は分からない。ただ、すごいことを言われたことだけは嫌というほどよく分かった。

　はく、と空気を噛むように震えた唇を、緒方さんの親指が緩慢になぞる。それがキスの予兆だということを、私は本能的に理解していた。

「緒方さ、」

　待ってください、まだ覚悟ができてません。

　そう言い募りたいのに、ぐっと重さを増していく雰囲気の中で上手く言葉が紡げない。緒方さんが目を眇め、私の後頭部に手を添える。

「冬生、と。もう俺はお前の夫だろう」

「っ、冬生さん……あの、私、」

「悪いが、待ってはやれない。……お前は余裕を与えると、余計なことを考えそうだからな」

　すごい。当たっている。

　心臓がうるさく鳴り立てる中、青が揺らめく瞳がゆっくりと近付いてくる。睫毛が触れ合いそうな距離で見るそれは、やっぱり冬の夜空のようで、————こんなときだというのに『綺麗だな』と見惚れてしまう。

　その間にも冬生さんはどんどん距離を詰めてきて、まだ覚悟の決まり切っていない私の唇に、優しく食いついてみせた。

「っ、ん……」

　初めて触れた男の人の唇は私のものよりも薄く、眩暈がするほどに甘い。思っていたよりも抵抗感はなく、ただ『キスしてしまった』という衝撃と、言いようのない気恥ずかしさが胸を満たしていく。

　ゆったりと下唇をついばまれる感覚は、想像していたよりもずっと生々しく、淫靡なものだった。薄く柔い皮膚の下まで触れられているかのようで、未知の感覚に背筋が震える。

　怖い。けれど————嫌ではない。

「大丈夫だ、ちゃんと呼吸をしろ」

「ふ、ぁ……っん、はい……」

　促されるままに呼吸を再開すれば、大きな手が後頭部を撫でてくれた。くしゃりと髪が掻き混ぜられる音がして、その合間に唇同士が睦み合う微かな水音が鳴る。徐々に熱くなっていく唇を甘噛みされると、今度は違う震えがうなじの辺りを甘く痺れさせて。

「っは、……これが好きか？」

「ふ、っあ……あの、あんまり、分からなくて……」

「分かった。……俺が教えよう。お前は素直に感じていればいい」

　婚姻届を書いていたときよりも、熱の灯った低い声音。それが濡れた唇を掠めると同時に、ぬるついた舌がその合わせ目を窺うようになぞった。

「口を開けてくれ」

「ふ、ぁ……」

　おずおずと唇を開けば、舌はそのまま咥内にまで潜り込んでくる。狭い口があっという間にいっぱいになるほどの、大きな舌。彼は上背も手も、何もかもが私よりずっと大きいのだと思い知らされて、今まであまり意識してこなかったお腹の奥、————下腹部の深部がほんのりと疼くのが分かった。

　これが、気持ちいいという感覚なのかもしれない。想像よりもずっと優しい、初めての感覚。私はそれに戸惑いながらも、彼の舌の巧みな動きに唆され、いつの間にか自分でも少しだけ舌先を動かしていた。

「っふ、ン……早織、もう少し口を開けるか」

「ぁ、……」

「早織？」

　キスをほどいた冬生さんが、そっと私の名前を呼ぶ。

　その唇はまだ私にほんのりと触れたまま、音を紡ぐための動きで、私の唇をくすぐった。

「……も、いっぱい、です」

「ふ、」

　そうか。

　緩く目元を下げた冬生さんが、唇を触れさせたまま呟いた。その声音はどこか甘やかすような、優しい響きを持っていて、私の心に纏わりついたままの恐怖心や不安を溶かしていく。

　さっきも思ったけど、怖いだけの人じゃないのかもしれない。いや、それとも私があんまりにも初心者丸出しで、可笑しくなってしまっただけかも。

　キスに没頭しながらも、頭の片隅でそんなことを考えていると、じゅう、と舌を厭らしく吸い上げられ、そのままキスがほどかれた。

「っは……あ、ふゆき、さん……？」

「脱がすぞ」

　キスにふやかされた頭に、冬生さんの低い声音が緩慢に染み入っていく。意味を理解するよりも先に、彼の手が私の纏う頼りのないキャミソールを剥いでしまって————脱がされたのだと認識するころには、ショーツ一枚の姿にされ、シーツの上に組み敷かれてしまっていた。

「……美しいな」

「っえ、あ……！」

　青い炎を湛えた瞳が、露わになった私の素肌を視線でなぞる。褒めそやすようにその目が細まるのを見た瞬間、どっと羞恥が溢れてきて、私は慌てて胸元を隠すように腕を回した。

「駄目だ。隠すな」

「ッや、だってこれ、恥ずかしい、です……」

「そうか」

　行為が始まる前と同じ相槌のはずなのに、その声音は砂糖が二匙ほど加えられたように仄かに甘く、私の胸をうずつかせる。硬い指の腹が剥き出しの脇腹をくすぐるように撫で上げるから、じれったい感覚に思わず太腿を擦り合わせてしまって。

「ぁ、ッんん……」

「ほら、腕をどけてくれ」

「やっ、……ン、あの、待って」

「待たない」

　は、と熱い息が耳元にかかった。ぞくぞくするほどの低音を吹き込まれると、くすぐったさと疼きによって力が抜けてしまう。その隙に優しく腕をどけられて、ついにまろい膨らみが冬生さんの眼前に晒される。

　身体の震えに合わせてふるりと揺れるそれに、硬い指先が沈み込んだ。

「ひゃ、ん、ぅ……っ」

「もう少し身体の力を抜いたらどうだ」

「む、むり、です……、っんん」

　人に触れられるという、慣れない感覚に肌が粟立つ。恐怖こそないけれど、拭えない違和感と性感と呼ぶには幼すぎるじんわりとした熱が、私をひどく困惑させた。キスでほぐれていた身体が再び緊張し、強張っていく感覚。

　それなのに、沈む指に合わせて卑猥な形を成す膨らみはどこまでも柔らかで、徐々にその先端をぷっくりと膨らませていってしまう。触れてほしいと強請っているかのような、はしたなくて素直な反応に、私の頬は再び羞恥で色付いた。

　少し触られただけでこんなふうになってしまうなんて、もしかしたら私は随分と厭らしい身体の持ち主なのかもしれない、————そんな考えに苛まれる私の目尻から、涙が一粒零れ落ちる。

「……」

　膨らみの芯を揉み込み、蕾をやわやわと捏ねていた手が止まる。

　一瞬の沈黙のあと、窺うように顔を覗き込まれて。

「……嫌か？」

「ちが、……っあの、本当に私、初めてで」

「ああ」

「そ、それで……」

　知っているとばかりに頷かれて、つい言葉に詰まる。

　嫌なわけではないし、私がこの結婚で成すべきことは『子どもを作ること』なのだから、拒否することはそもそもできないと分かっている。ほぼ初対面の男性に触れられるという恐怖は、冬生さんが紳士的に接してくれているおかげで随分と緩んできているし、行為自体への恐怖や不安も、少しずつではあるけれど、薄れてきていた。

　だからきっと、浅ましい自分をこの人に晒しても大丈夫なのかどうかが、最後の不安だった。

　————でも、これをどう伝えたらいいんだろう。

「……お前が何を案じているのかは分からないが、」

　沈んでいく私の思考を切り裂くようにして、冬生さんのはっきりとした声が響く。はっとして顔を上げれば、彼はひどく真摯な瞳でこちらを見据えていた。

「どんな姿を見せたとしても、俺は嗤ったりはしない。だからそのままの早織を見せてくれ」

　————俺は、それが見たい。

　どこまでも本音としか思えない、気恥ずかしいぐらいに真っ直ぐな言葉。それが胸へと突き刺さり、私の中に巣食う憂いを溶かしていくのが分かった。

　冬生さんについてはきっとまだ知らないことのほうが多いけれど、彼がこういうときに誤魔化すようなタイプでないことは、既に何となく分かっていた。そんな彼にここまで示されてしまえば、私にはもう逃げ場すらなくなってしまって。

　羞恥以外のもので頬を染め、ゆるゆると視線を下げていく私に、冬生さんの瞳がやわい光を帯びる。溢れた最後の雫を唇で拭って、彼はもう一度私の膨らみへと手を伸ばした。

　芯を持つ蕾を指の腹で優しく摘んで、緩急をつけて捏ねたり、先端のほうを短く切り揃えられた爪でかりかりと引っ掻いたり。先ほどよりも明確に快感を与えようとしてくる指戯に、私の身体は熱を溜め込み始めて。

「ひ、ぁ……っあ、なに、」

「気に入ったか？」

「ッん……！　ぁ、っわ、わかんな……」

「そうか。……今はそれでいい。その感覚に集中していろ」

　どこまでも丁寧に私へと触れる冬生さんが、唇の端を愉しげに吊り上げる。その唇が、散々なじられたせいでぽってりと腫れた蕾に、ちゅう、と吸い付いた瞬間、————身体の中心を甘い痺れが駆け抜けて、背筋が反り、爪先が可愛らしく丸まった。

「ゃ、ぁあっ……！」

「ッは……こういう触れ方のほうが好きそうだな」

　咥内に招かれた蕾が熱い舌になぶられ、硬い歯に優しく甘噛みされる。じくじくと切ない疼きを放っていた箇所をそんなふうに弄ばれて、私が平気でいられるはずもない。

「ふゆき、さ……っ、や、待って」

「ン、」

「ッう、ぁ……」

「……もう少しゆっくりのほうがいいか」

　蕾から一度口を離した冬生さんが、膨らみの向こうから尋ねる。私は再び滲み始めた生理的な涙を拭って、何度も頷いた。彼の視線がじっと注がれ、やがてその口元が微かに緩む。

「分かった。……お前の望むようにしよう」

「あ……」

　『お願いを聞いてもらえた』という喜びが、じわりと心臓を蕩かす。きちんと尊重されているのだと、その些細な行動で分かってしまうから不思議だった。

　冬生さんは先ほどまでの激しい口淫をやめて、舌先だけでゆるゆると蕾を舐め回し、唇で優しく食むだけの甘ったるい愛撫を施し始める。一緒に、心臓の鼓動よりも遅いペースで膨らみを揉まれ、放置されているほうの蕾を撫でられると、ぬるま湯に浸かっているかのような快感が、じっくり、じっくりと私の全身へと広がっていった。

　こんなの、ずるい、————そんな八つ当たりをしたくなるぐらいに、甘美な悦楽。とろとろと蕩けていく身体を捩っても、少しも拘束から抜け出せない。私はいつしか唇を閉じていることすらできなくなり、恥ずかしいぐらいに甘ったるい嬌声を零すばかりだった。

「ん……、ん、ぁ、ああっ……」

「ふ、……そろそろ、もう一度吸うぞ」

「ぁ、っ……ぅんん……！」

　じゅうう、とひどい音がして蕾がきつく吸い上げられ、私の背筋が再び反った。刺激の強さは先ほどまでと一緒なのに、たっぷり甘やかされてしまった膨らみは、もうその愛撫を『気持ちいい』としか感知できなくなってしまう。

　今の甘ったるい奉仕は、私にこの『気持ちいい』という感覚を教え込むためのものだったのだろう。彼の思い通りに躾けられた身体を持て余し、私は踵や爪先で無意味にシーツを引っ掻く。縋るように冬生さんの頭を抱きしめれば、腕の中からこちらを見上げた彼が、ふっと目の端を下げてみせた。

「吸われるのが好きとなると、子どもができたら大変そうだ」

「え、……あっ、」

　そうだ、————私はこの人と、子どもを作ろうとしている最中なんだった。

　唐突に今している行為の目的が思い出されて、どっと胸に羞恥がこみ上げる。ぬるつく舌に弄ばれた蕾がさらに硬く張り詰めたのが分かったのか、彼の歯が素直な反応をからかうようにその側面を厭らしく掻いた。

　一度男の人から与えられる快感を知ってしまえば、『子どもを作る』という行為が現実味を帯びてくる。これから目の前の彼に何をされるのか、自分がどうなってしまうかが、先ほどまでよりずっと鮮明に想像できてしまって、————恥ずかしいのに、どうしようもなくどきどきした。

「……。そろそろ、こちらの準備もしよう」

　お腹の辺りを擦っていた冬生さんの手が、私に唯一残されていたショーツへと伸びる。しっとりと汗を滲ませる柔い内腿へと潜り込んでいった指先は、やがてぐっしょりと濡れたクロッチ部分を悪戯に押し込んだ。じゅわ、と溢れ出る蜜と、何かが内側に引き込まれるような切なく甘ったるい悦楽。

　これ、たぶん駄目なやつでしょう。早くもそう悟った私は、慌てて冬生さんの手を太腿で挟んで押し留めようとする。でも、それも「可愛らしい抵抗だな」と囁いた冬生さんによってあっけなく開かれて、ついにはショーツまでもが脱がされてしまった。

　潤んだ秘裂が外気に触れてひくりと震える。彼の視線がそこへ向くと、堪え性のない蜜口がきゅうっと締まって、浅瀬に溜まっていた愛液を外へと押し出した。会陰に垂れていく粘性の高い蜜の感触がひどく淫猥で、思わず腰が浮いてしまう。

「っ見ないでください……」

「見ないと触れられないだろう」

　息を零すような、ささやかな笑い声。それと同時に冬生さんの硬い親指が花唇にかかり、優しい手つきで秘所を開かれる。くぱ、と密やかな音が鳴るのすらも恥ずかしく、私は顔を両手で覆った。

「お前は見ていなくていいのか？」

「み、見てたらどうにかなりそうなので……！」

「何をされるか分からないというのも怖いと思うが」

　そう言うなり、冬生さんが指先を蜜口の上へと滑らせる。そしてそこに咲いていた小さな芽、————女性が一番感じやすい、敏感な真珠を包皮ごと摘まんでみせた。

「〜〜……っ！」

　一瞬、意識が白く染まる。

　軽く押しつぶして、離して。押しつぶして、離して。繰り返されるたびにきゅんきゅんと疼く幼気な性感帯が、男の人の熱に侵されていく。自分でたまに触れるときとは明確に違う、鋭く強烈な快感に、お腹の奥が溶け落ちる感覚がした。隘路はまだ硬いのに、まるで最奥は彼に蹂躙されるのを待ち望んでいるかのようで。

「ふ、ぁ……ッあ、ゃ、んんぅ……っ！」

「悦さそうだな。……このまま、ここで一度果ててみろ」

「っあ、ぇ、果てる、って……」

「イッてみろ、ということだ」

　耳朶に触れた唇が、どろりと欲を孕んだ声音で囁いた。

　今まで私を翻弄するばかりだった冬生さんが初めて覗かせた欲望。それに興奮を煽られた私は、唐突に始まった淫芯への愛撫によって、あっという間に果てへと押し上げられていく。側面を緩急付けて揉まれ、根本のほうを躾けるようにきゅっと摘ままれる。裏筋を爪の先でそっとこそぐように引っ掻かれると、過ぎたる暴悦に全身がきつく痙攣した。

「あっ、ぁ、ッく、ぅ……っあ、やだ、これ……！」

「そうだ、そのまま……」

「ッふゆ、き、さ……」

「大丈夫だ、怖いことはない。……気持ちよくなってくれ」

　安心感のある低音が私を導き、喜悦へと誘う。この声に『怖いことはない』と言われると、本当にそんな気がしてくるから不思議だった。

　緩んだ心と身体に、少しずつ、気持ちいい感覚が蓄積していく。ふわふわとした浮遊感に苛まれ、唇からはあえかな喘ぎ声が漏れる。視界に星が散らばって、奥へ奥へと引き込まれていく快感に腰が浮いて、————駄目押しのように包皮の内側、剥き出しの真珠を掻きむしられた瞬間、濁流のような法悦が私を襲った。

「ッあ、ぁあ……～～～っ！」

　冬生さんの手を、激しく痙攣する太腿できつく挟み込む。今度こそはっきりと意識が白く染まり、気付いたときには全力疾走でもしたかのように息が乱れていた。噴き出た汗がシーツに吸われ、じっとりと甘い香りが周囲に漂う。

「ぁ……っ、ん……」

　浮遊感に侵される頭の端に、これが絶頂なのだと刻み込まれたのがよく分かった。法悦は重く後を引き、身体の痙攣がなかなか止まらない。冬生さんは荒い息をつきながら、そんな私の痴態をあますところなく見つめていた。




「ん……ちゃんとイけたな」

　片側の唇を緩く吊り上げた冬生さんが、果てたばかりでじくじくと火照る秘芯を宥めるように、ゆっくり、ゆっくりと捏ねてくれる。

　初めて味わった絶頂の味はひどく甘美で、頭の中がぐずりと煮崩れていくのが分かる。恥ずかしいと感じていたことも、冬生さんに抱かれることへの戸惑いも、曖昧に溶けてしまって戻ってこないような気がして、————

「冬生、さ……熱い、です」

「ああ。……このまま、中をほぐそう。もう少し頑張ってくれ」

「っ、ん」

　秘所を責め立てたのとは逆の手が、私の頬や目元を撫でてくれる。穏やかな温かさに、昂っていた身体が緩慢に落ち着きを取り戻していった。ちゅ、ちゅ、と可愛らしい音を立てて何度も目尻にキスを落とされ、その間に忍び寄ってきた指が泥濘へと沈んだ。

　硬く、節ばった太い指。少しひんやりとしたそれが、熱く熟れた襞を掻き分けていく。自分の指すらも受け入れたことのなかった隘路は、絶頂で緩んだとはいえまだまだ狭い。冬生さんはそんな内壁を念入りに、殊更丁寧な手つきで拡げていった。

「痛くはないか？」

「は、はい……っ、あ、」

　蜜塗れの壁をぐうっと押され、二本目の指が潜り込んでくる。そうしてまた拡げられた媚肉が三本まで咥え込めるようになったところで、冬生さんはようやく指を引き抜いた。彼の形の良い指先が白っぽい愛液で濡れている光景に、思わずこくりと喉を慣らしてしまう。

「そろそろいいか……」

　は、と息を零した冬生さんは、とろりと口を開けた私の秘所を見つめて、青混じりの目を眇めてみせた。

「挿れるぞ」

「あ……」

　下の服も脱ぎ去った逞しい身体が、足の間に分け入ってくる。腰を抱えられ、しっかりと下拵えを施された花唇の奥に楔の切っ先が触れた。見えたのは一瞬だったけれど、その雄々しいシルエットははっきりと目に焼き付いてしまって、うなじの辺りがひどく熱くなる。

　他の人のものを知らないから何とも言えないけれど、きっと冬生さんのものは大きいほうなのだろう。私が握るには苦労しそうなほどの幹と、はっきりとついた先端の段差。まろい先端に開いた穴からは、既に薄く淫液が滲んでいた。

「っ……」

「気になるか？」

「い、いえ……！」

　私が慌てて目を逸らすと、冬生さんの口から笑みの気配を滲ませた息が溢れた。その拍子に、先ほどよりも強く昂りが押し当てられて、私の膝がぴくりと震える。何も纏っていない屹立は火傷してしまいそうなほどに熱くて、————眩暈がしそうだ。

「そのままするんです、ね……？」

「子どもができないといけないからな」

　ほんの少し笑みの気配を滲ませた唇が、ぐする私の唇へと重なる。その分だけ二つの身体が近付いて、浅瀬に留まっていたまろい切っ先がぐっと奥深くへと沈んでいく。指よりも一回りは太い幹に内壁を押し広げられる感覚に、私は喉を晒して小さく呻いた。

　たっぷりとほぐされたせいか、あまり痛みはない。膜を破られるような感覚もいまいち分からなくて、気付いたときには昂りを半分以上飲み込んでいた。

　身体の中心を全て冬生さんに支配されたような圧迫感と、媚肉が擦られる鈍い悦がじんわりと下腹部へと広がっていく。降ってくる唸り声に視線を上げれば、冬生さんが荒い息をつきながら雄くさく眉をしかめていて。

「ッ、……痛くは、ないか」

「だ、いじょうぶ……です」

　気遣いの言葉に淡く微笑みを返したのは、ほとんど無意識の行動だった。キスから始まり今に至るまで、冬生さんはずっとこうして私の様子を気にかけてくれている。言葉や態度こそ淡泊だけれど、それでも彼の優しさを感じずにいられるはずもない、————その優しさが、私の中に残っていた憂いを最後まで溶かしきったのかもしれなかった。

　この状況で私が微笑んだのが意外だったのか、今までほんの少ししか変わらなかった冬生さんの表情が、はっきりと驚きを形作る。そしてそれは瞬きの間に消え去って、後には今までで一番甘やかな微笑みが残された。

「……良かった」

「！」

　鼻先にやわいキスが落とされる感覚も相まって、私の心臓が激しく波打つ。ときめきにも似た衝撃が全身を駆け抜けて、反射的に隘路をきゅんと食い締めてしまった。

「んんっ……！」

「そ……んなに、可愛いことをするな」

　淫らに彼のものを食い締めるのを『可愛いこと』と称されて、どろっと媚肉が蕩けてしまう。形を失うことを恐れた襞が、さらに怒張に縋り付く。甘えるようなやわやわとした締め付けに耐えかねたのか、冬生さんの口からはじっとりと熱く湿った溜息が零れた。

　それがまるではしたない私を甘く叱り、たしなめるかのように響くのが堪らなくて、また馬鹿正直に隘路をひくつかせてしまう。

「ぐ、……ッお前、な……」

「やっ、ぁ、ごめんなさ、ああっ……！」

「加減が難しくなったら、お前も困るだろう……！」

「こ、まり、ますけど……っでも、これは……っ」

　きゅん、きゅう、と断続的にわななく淫壁は、もはや私の統治下になかった。脈打つ怒張に反応してか、自然と浅瀬から深部へと搾るように蠢いてしまい、止め方が分からない。そのせいで私自身も徐々に快楽を拾い始めているのだから、悪循環だ。ぞくぞくと尾骶骨からうなじに向かってこそばゆい疼きが這い上がって、彼の腰を挟む太腿が微かに震える。

　その痙攣に気付いたのか、冬生さんが太腿を緩やかに撫で上げた。

「は……っ、最初はどうしても苦しめてしまうだろうと思っていたんだが……これなら動いても問題ないな……？」

「それは……」

　じっと、答えを待つように彼の瞳が私を覗きこむ。この人は、ここで待ってくれる人なんだ、————そう思い知らされて、心臓の疼きはひどくなっていった。

　耳の奥で鼓動の音がうるさくて堪らない。ここでイエスと答えてしまえば、もう流されているだけとは言えなくなる。この先の行為を望んだも同然だ。

「……」

　ここで止めてほしいと頼めば、きっと冬生さんは止めてくれる。それでも、この結婚の目的が血筋である以上、いつかは絶対に最後までしなければならない日がくるのだろう。それに、もう私の中は彼によって拓かれてしまった後だ。それなら、今怖いからと逃げたってどうしようもない。挿入するときではなく、今私に決断を委ねる辺り、やはり冬生さんは私の性格をよく掴んでいるような気がする。

　いつの間にか乾いていた唇を舐めて、意志を持って声帯を震わせる。最初の一音が掠れてしまったけれど、その言葉はしっかりと響いた。

「……大丈夫、です」

「分かった……ひどくはしない。ゆっくり動くから、少し耐えてくれ、ッ……」

「っひゃ、ん……ッ！」

　じり、と緩慢に引き抜かれる剛直。ずっと静止し、ぐずぐずに蕩けた内壁とぴったりくっ付いていたせいか、その数ミリの律動が与えた衝撃は大きかった。

　癒着していた襞の粒を引き剥がすように、掻きむしるように、ピストンは段々と大きな動きになっていく。肌同士が打ち付けられる高い音と、重たい水音が混じり合い、耳からも私の興奮を煽ってみせた。隔てるものが何もない熱はひどく苛烈で、擦られるたびに襞が煮崩れる。一緒に淫芽を刺激され、その快感が内壁の感覚を増幅させてしまって。

「冬生さ、ッん、んんっ、ぁ、や……！」

「ッ、早織……顔を、」

　低く掠れた声と、熱い手のひらが私の顔を上向かせる。ぼやけるほど近くに美しい青色を視認したと思った途端に、唇へ噛みつくような口付けが降ってきた。何度もされた甘いキスではなく、咥内をめちゃくちゃに掻き回す、激しく濃密なキス。苦しいのに気持ちよくて、おかしくなってしまいそうなのに、私の身体は彼の舌戯に必死に応えてしまう。

　舌の動きに合わせて淫芽を引っ掻かれると、快感は何倍にも膨れ上がって、————数十分ほど前に味わったばかりの絶頂感が忍び寄ってきた。

「は……ッ、さおり……！」

「っあ、ぁ、」

　くる、きちゃう。冬生さんの首筋に縋り付いてそう訴えれば、彼の腰遣いが鋭く抉り込むようなものに変わる。脈動を繰り返す怒張は、雄々しい幹全体で蜜壺を掻き回しながらも、締め付けを悦ぶようにぶるりと震えた。欲望を吐き出す、予兆の動き。蜜口の淵に触れる根本の部分がひときわ太く硬く育つ、その瞬間。

「ん、ッ、～～～……！」

　最奥に切っ先を叩きつけられると同時に、剥き出しの秘芯を思い切り押しつぶされ、脳味噌の奥で何本か回路が灼け切れる音がした。

　一拍遅れて痙攣が全身を伝い、甘ったるい断末魔が喉から溢れる。どろっと腰から下が蕩ける感覚。重く甘い絶頂が身体を包み込んだのだと知覚するまで、数秒を要した。

「ッ出す、ぞ……！」

　私の後を追いかけるように、冬生さんが果てへと至る。押し殺したような呻き声が肌を炙り、最奥の壁を押し上げた切っ先からどっと欲が迸った。その音さえ幻聴するほどの勢いに、ただでさえ火照り切っていた深部が灼け、熱に侵されていくのがまざまざと感じられた。

　————女性として一番大事な場所を、目の前のこの人に征服されている。

　そう思い知ったときの、この感情を何と表現すればいいだろう。辛くも悲しくもない、でも嬉しいとはまだ言い切れない、そんな思いが胸を満たして、私の意識を絡め取る。

　きっと、この思いの種類を判別するのは、今の私には難しいだろう。だって、今は何も考えずに眠ってしまいたい。この温かな腕に抱かれたまま、意識をとろとろと溶かしていってしまいたい。

「……早織、」

「ん……」

「もう限界か？」

　緊張の緩みと疲労感で眠りへと引きずり込まれながら、声のするほうを何とか見遣る。冬生さんのかんばせを見つめながら、ゆっくりと何度も瞬きをすれば、美しい青混じりの瞳が微かに緩む。

　その輝きに、先ほどからずっと思っていた言葉がぽろりと零れた。

「きれい……」

「……綺麗？」

「冬生さんの、目……」

　私の呟きに一瞬驚いたように目を見開いた冬生さんは、次いでその眉間に皺を寄せた。少し苦しげな、何かを堪えるような、————それでいて何かを懐かしむような声音と共に、彼は自身の目元に触れる。

「……妙な色だろう」

「そんなことないです。吸い込まれそうで、きれい……」

　冬の夜空みたい。

　それをきちんと言葉として発音できたかは分からない。でも、冬生さんの目が今度こそ大きく見開かれたから、きっと聞こえていたのだろう。

「冬の夜空、か……」

　大切な言葉を紡ぐような、優しい声音が耳朶を掠める。それを最後に、いよいよ体力の限界を迎えた私は瞼を下ろしてしまった。

「……頑張ってくれてありがとう。後は俺に任せてくれ」

　熱を残した手のひらが、そっと私の頭を撫でてくれる。大切なものを撫でるかのような手つき。目を閉じてしまえば、彼の声音は一層穏やかに感じた。

「……は、い」

「おやすみ、早織」







　ちゅ、という小さな水音と、額に落ちる柔い感触。

　彼の声も、私への態度も、きっと大きくは変わっていない。でも、それらがどうしようもなく甘ったるく思えるのは、この一晩で私が絆されてしまった証左なのだろうか、————完全に意識が溶け切る直前、私はそんなことを想ったのだった。
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　瞼の裏に、煌めく光が透ける。

　眩しさに誘われるようにして、緩慢に意識が浮上していく感覚。私は脳味噌から伝達された命令に従って、ゆっくりと目を開いた。

「あさ……」

　寝起き特有の、ぼんやりして掠れた声が乾いた唇から漏れる。少しひび割れてしまっているそれを舐めながら身体を起こせば、視界に広がったのは見慣れない景色で、一瞬思考が止まってしまう。

「……ああ、そっか、」

　昨日、私は『宇津美早織』から『緒方早織』になったんだった。

　ようやく覚醒を果たした頭が、徐々に昨日の記憶を取り戻し始める。ここは私の旦那様になった冬生さんの住むマンションの寝室で、昨夜、私はこのベッドの上で、————

「っ……！」

　記憶の蓋が開いた瞬間に昨夜の光景が脳裏を過り、かあっと頬が熱く火照った。昨日は途中で押し流されてしまった羞恥が今更のように蘇り、慌てて周囲を見回したものの、部屋には私一人きりだ。

　怪訝に思いつつ自分の身体のほうを見下ろす。布団もシーツも整えられ、私自身は寝間着をしっかりと身に付けていた。

「あれ……？」

　もしかして、何もかも夢だったのでは？

　そんなことを考えて首を傾げた途端、まるでその推察を遮るかのように、がちゃりと音を立ててドアが開いた。ふわりと香る、甘く苦いカフェオレの匂い。

「……起きたのか」

「ふ、冬生さん……」

　ドアの向こうから顔を覗かせたのは、まさに先ほど思い描いていた冬生さんだった。記憶の中の熱は鳴りを潜めているものの、当然その面差しは私を抱いたときのままで、心臓が大きく脈打ってしまう。湯気を立てるマグカップを持った彼は、マグカップをベッドサイドへと置くと、ふっと身を屈めて、————

「え、」

　ちゅ、と唇に、やわく温かなものが触れた。

「おはよう」

　一拍遅れて何をされたのか理解が及び、今度こそ心臓がひっくり返る。ほんのりと甘さを含んだ微笑みに、昨夜の触れ合いは夢ではなかったのだと思い知らされてしまうような心地だった。

「お……おはよう、ございます」

「カフェオレで良かったか」

「あ、はい……」

　ありがとうございます、と返しながらマグカップを受け取り、両手を温める。

　夢じゃなかったんだ。あのキスも、体温が溶け合う感覚も、奥に感じた熱も。

　改めてじわじわと動揺がこみ上げてきて、カフェオレの温かさが胃の腑に落ちていっても、心臓の忙しない鼓動が落ち着くことはなかった。

　どうしよう。どんな顔すればいいのか分からなくて、冬生さんのいるほうがまともに見られない。私は波打つカフェオレに視線を固定したまま、こっそりと息を吐く。また冬生さんに『固まるのが好きなのか』とか言われてしまいそうだ。

　しかし冬生さんはこちらに視線を向けていないようで、クローゼットのほうで何やらがさがさと音を立てている。その音に混じって、淡々とした声音がこちらへと飛んできた。

「処理はしたが、気になるようなら後で風呂に入ってくれ」

「処理……」

　処理って、なんだろう。

　私の一瞬の戸惑いを見抜いたのか、冬生さんがすかさず口を開く。

「服を着せたのは俺だ」

「……あっ」

　寝起きに服を着ていて混乱したことを思い出し、私の唇から音が零れる。服の下に不快感がないことを考えると、身体を拭いたりもしてくれたのだろう。ついでに奥に出されたものの感覚すらないことに気付き、私の顔は瞬く間に赤く染まった。

「……すまない、自分でやったほうが良かったか？」

「い、いえ……すみません、ありがとうございます」

「……帰りは恐らく二十二時過ぎだ。日中は自由に過ごして、夜は先に寝ていてくれて構わない。すまないが、夕飯は適当なものを残しておいてくれると助かる」

「はい……えっ、」

　そういえば、今何時だ。

　まるでもうすぐ仕事に出かけるかのような冬生さんの言葉に、私ははっと我に返る。慌てて時計を振り返れば、もうすぐ六時半を回ろうかという時間だった。

「ろ、六時半……！」

「……？　ああ、俺はいつも七時に出るからな」

「すみません、朝食の準備もしないで……！」

　急いで布団を跳ね除け、髪を適当に撫でつけながらベッドから慌ただしく下りる。母から『結婚生活では夫のサポートに徹するように』と常々言い聞かせられていたのに、初日も初日から朝食の準備もせず、寝こけてしまうなんて！

　青ざめる私を余所に、冬生さんは一度ゆっくりと瞬きをすると「気にしなくていい」と首を振った。

「初めてのお前に無理をさせたのは俺だ。それに、元々朝はあまり食べないからな」

「でも……」

　他に経験のない私では比べることもできないけれど、昨日の彼は私に最大限の配慮をしてくれたように思う。それなのに『無理をさせた』なんて嘯いてしまうのだから、この人は誠実すぎるのかもしれない。そう思うと余計に申し訳なさが募ってしまって、私は準備を進める冬生さんの背中と時計を、居たたまれない気持ちで見比べた。

　そろそろ出るということは、今から朝食を作って悠長に食べている時間はないのだろう。でも、せめて何かできたらいいんだけれど。

「……あ」
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「これを俺に？」

　玄関から出ていこうとする背中を呼び止め、私は冬生さんの手に小さな包みを押し付けた。仕立てのいいスーツを身に纏った彼は、手の中に収まったそれを見下ろし、ぱちりと目を瞬く。

　包みの中身は、この十数分で急いで作ったお弁当だ。時間が時間だけに凝ったものは作れなかったけれど、食べられないものにはなっていない……はず、だけれど。

　冬生さんも包みの正体に気付いたのか、その切れ長の目を小さく見開いた。

「弁当か。この短時間で作ったのか？」

「は、はい……お口に合うかは分からないんですけど」

　なにせ、私は彼の玉子焼きの味の好みすらも知らないのだ。

　ひとまず玉子焼きはしょっぱめにして、その他は和風のおかずを中心にタッパーに詰め込んだけれど、今更ながらちょっぴり不安が湧き上がる。居たたまれないような気持ちが私の視線を下げさせて、声もどんどんと尻すぼみになっていってしまって、————

「お昼じゃなくても、お腹が空いたときに食べていただければ……」

「……ありがとう。楽しみだ」

「っ……」

　呼吸が、一拍止まった。

　緩やかで美しいカーブを描く唇から紡がれた、『ありがとう』という響き。純粋で思惑も何もない、心からの感謝だと分かる言葉が胸を突いて、ぐっと喉が塞がるような感覚がした。

　こんなに純粋に『ありがとう』なんて言われたの、いつぶりだろう。

　少なくとも家族に言われたのは、記憶にないぐらい昔のことだ。職場では仕事ぶりを褒めてもらえることは多かったけれど、こうやって日常の中で感謝を向けられることはあまりなかった気がする。

　だからこそ冬生さんの一言がこんなにも胸に染みて、苦しいぐらいに温かく感じてしまうのかもしれない。

「……まだ美味しいかどうかも分からないですよ？」

「早織が俺を想って作ってくれたことに対する感謝だ。味についてはまた食べ終わってから感謝を伝えさせてもらう」

　まるで当たり前のことを言うかのような口ぶりに、今度は私が目を瞬く番だった。きっと冬生さんは、その優しさが私にとってどれほど嬉しいものか分かっていないのだ。

　————この人が、私の旦那様で良かったかも、なんて。

　そんな想いが胸の奥に芽生えるのを感じながら、私は仕事に向かう冬生さんの背中に、控えめに手を振ったのだった。







２　心の距離を縮めましょう








　初めての夫婦の顔合わせから、一週間と数日。最初こそどうなることかと思った結婚生活は、思ったよりもずっと穏やかに進んでいた。

「……はあ、」

　まあ、それも全て冬生さんの仕事が忙しく、ほとんど会えていないからなのだけれど。

　ここ一週間と同じように一人きりの夕食を済ませ、寝る準備を整えて、冷えたシーツと布団の間に潜り込む。心なしか吐く息まで冷たいような気がして、思わず口元へと布団を寄せてしまった。

　冬生さんは全く帰ってこないわけではなく、毎日きちんと帰宅しているらしく、起きるといつも布団には彼の香りが残っていて、用意しておいた夕食もきれいになくなっている。しかも毎回、洗った食器の隣に『美味かった』とだけ書かれた小さなメモが残されているのだ。相変わらず、私の旦那様は怖いぐらいに優しい。

　元々人とあまり接さない毎日を送っていた私は、これぐらいの孤独は慣れっこのはずだった。現に、この一週間の間も家族からも、友人からも特に連絡はなかったし。

　だから————たぶん、たった一度触れただけの冬生さんの優しさや温もりを、ほんの少し恋しく思ってしまっているだけなのだろう。

　だって、今までの人生でこんなふうに私を気遣って、親愛を見せてくれた人は初めてなんだもの。初夜の対応も、翌朝の振る舞いも、降り積もっていくメモ一枚分の優しさも。もしかしたら他の人にとってはささやかなものなのかもしれないけれど、それが自分の心へとじわじわ染み込んできているのがよく分かった。少なくとも、最初にオフィスで見かけたときの印象は、既に私の中から拭い去られている。

「……思ってたよりも、優しい人なんだよね」

　たぶん。ベッドサイドに置いておいたメモを取り上げ、冬生さんの『美味しかった』の文字を丁寧になぞりつつ、瞼を下ろす。優しい眠気が私を包み込み、徐々に意識をほどいていく感覚。

　そして、————そのまま数分か数十分かが経過したところで、不意に意識が明瞭になった。

「ん……？」

　かたん、と微かな物音がして、衣擦れの音と人の気配がベッドのすぐ傍までやってくる。ベッドから漂うものよりも強い、重く甘い香りが鼻先を掠めて、私はそれに誘われるようにしてゆるゆると瞼を持ち上げた。

「……起こしたか」

「冬生さん……？」

　ピントの上手く合わない視界に、私の顔を覗き込むようにしている冬生さんの姿が映り込んだ。彼のスラックスに染みついていた、ひんやりとした夜の空気が頬に当たって、これが夢ではなく現実だと教えてくれる。

「今日は、早かったんですね……」

　とろとろとふやけた台詞が私の唇から零れ落ち、枕に吸い込まれていく。久しぶりの人との会話による心地よさと、まだ抜け切れていない微睡が私の頬を緩ませた。冬生さんは約一週間前、初夜を迎える前に見たような無表情だったけれど、私の髪をそっと撫でる手つきはひどく優しい。

「大きい仕事が片付いたからな」

「じゃあ……」

「しばらくは早く帰れそうだ。一人にしてすまなかった」

　そう言ってほんの少しだけ唇を緩めた冬生さんが、しゅるりとネクタイを外す。撫でていてくれていた手が離れてしまったのが、ほんの少しだけ寂しいような気がして、「あ、」と小さな呟きが漏れた。

「いや……俺がいたほうが、気が抜けないか」

「そんなことないです！」

　咄嗟に口をついて出たのは、紛れもない本心だった。

　あんまりな台詞に、寝ぼけていた頭がいくらか覚醒する。確かに私と冬生さんは、初夜こそ完遂したものの、出会ってから正味二日程度の間柄だ。初夜への気まずさや恥ずかしさも残っているし、いつ厳しいことを言われるのかと身構えてしまっている自覚もある。

　それでも私は、積み重なった小さな『美味かった』のメモをなかったことにはできない。冬生さんの優しさをもう一度確かめてみたい。接することで傷付く可能性を心配するよりも、もっと彼を知りたいと思う。

　対人関係に消極的な私の中に芽生えた、慣れない感情。それは、きっと冬生さんへ歩み寄りたいという思いの表れだった。

「無理はしなくて、いい……」

　本当にそんなことないのに、————そう言い募ろうとした私の前で、冬生さんが皺の寄った眉間を揉んだ。その少し下の目元にうっすらと隈が浮かんでいるのが見えて、私はそろりと身体を起こす。気配に気付いたのか、冬生さんの青混じりの瞳がこちらへと滑った。

「冬生さん、お疲れですよね。早く寝たほうがいいんじゃ……」

「……そうだな」

　着替えてくる、と呟いた彼の背中がクローゼットのほうへと向かう。私はその間に改めて端のほうへと身体を寄せて、冬生さんが寝るスペースを作った。

　程なくして着替えを終えた冬生さんが、私の開けたスペースに身体を横たえる。間接照明のオレンジ色のライトに照らされているというのに、彼の顔色はどことなく青白い。やっぱりこの一週間と少しの間、冬生さんは余程忙しくしていたのだろう。早く寝かせてあげなければ。

「……」

　でも一週間ぶりの共寝は流石にちょっぴり気まずい、かもしれない。

　一週間という時間が開いたせいで、あの夢のような初夜の感覚は既に薄れ気味だ。それでも怖いだとか、緊張するとまでいかないのは、顔を合わせていない間も同じベッドで眠っていたからかもしれない。私は眠っていて、さっぱり実感がなかったけれど。

　布団に顔を埋めれば、すぐにでも眠気がやってきそうな気配がした。私がいつまでも起きていたら、冬生さんも眠りづらいはず。

　肺に溜まっていた空気を深々と吐いて、瞼を閉じる、————

「……変わりはなかったか」

「え？」

「この一週間ほどで何か変わったことはなかったか、という意味だ」

「え、あ……私に、ですか？」

「ああ」

　ぱちりと目を開けると、変わらず間接照明に照らされた冬生さんのかんばせが目の前にあった。キスしてしまいそうな距離に、驚いた心臓がぎゅっと縮まる感覚。

　先ほどよりも至近距離で覗き込んだ瞳は、疲れ切った表情とは裏腹にどこか冴えている。眠気なんて微塵も浮かんでいないそれを見つめて、私は小さく首を傾げた。

　もしかして、眠くないのかな。

「ええと……家の掃除をしたぐらいで、特に変わったことは何も……」

「確かに、家が綺麗になっていたな。ありがとう」

「いえ……！　元から綺麗にされていたので、あんまり掃除するところもなくて」

　この一週間であったことをぽつぽつと話しつつ、冬生さんの様子を観察する。話が進んでも美しい色合いの瞳がぼやけることはなく、冴え冴えとした青色はじっと私を見つめていた。

　身体は休養を必要としているはずなのに、疲れが逆に目を冴えさせてしまう、————覚えのある現象に苛まれているらしい冬生さんを前に、私はちらりと部屋の隅を見遣る。そこには私が実家から持ってきた『ある物』があった。

「……冬生さん、あの」

「どうかしたか」

「眠れないのなら、私の面白くない話より……何か読み聞かせでもしましょうか？」

「……は」

　微かに口を開けた冬生さんが、呆けたような呟きを漏らす。

　そして瞬きの間に、その表情はくしゃりと崩れていって。

「……っく、」

「え」

「はは、っ……お前、俺のことを子どもか何かだと思っているだろう」

　笑った、————冬生さんが。

　今度は私がぽかんと口を開ける番だった。無表情が常で稀に小さく微笑むぐらいだった冬生さんが、まさか声を上げて笑うなんて。くしゃりと崩れたその顔が、いつもの無表情よりも少し幼く見えて、私の心臓が甘やかに波打つのが分かった。どきどきと鳴る鼓動が耳の奥で反響して、くらくらする。

　冬生さんはひとしきり笑うと、先ほどの私と同じように部屋の隅へと目を向け、納得したように頷いた。

「お前が持ってきた、あの童話や児童向けの小説は何なのかと不思議だったのだが……読み聞かせ用だったのか。俺の」

「ち、違います、冬生さん用というわけではなくて……！」

「冗談だ」

　もう真顔に戻ってしまっている人に、『冗談だ』なんて言われても困る。私は慌てて『ある物』、————子どもが読むような童話や小説の本を持ってきた理由を説明した。

「宇津美家は大きいので、親戚の子どもが多くて……お世話を頼まれたときは、よく読み聞かせをしていたんです。それが楽しくて」

「子どもが好きなのか？」

「はい。好きなほうだと思います」

　妹は子どもが苦手で、親戚が一堂に会するときは父の傍にべったりだった。私は父や叔父たちの相手をするよりも、まだ小さい従姉妹やはとこの相手をしているほうが好きで、その可愛らしさや純心さに随分と救われていたのだ。子どもたちも私の読み聞かせを気に入って、結構懐いてくれていたように思う。

「自分の子どもを持つということが、どんな感じなのかはまだ想像もできないんですけど……いつか読み聞かせをしてあげたいな、と、思っていて。絵本を集める趣味もそこから……」

　話している途中で萎み始めた私の声は、最後のほうはまるで蚊が鳴くようなボリュームだった。その『自分の子ども』は冬生さんにとっても無関係な話ではないと気付いて急に恥ずかしくなってしまったから。

　冬生さんはそれに気付いているのかいないのか、変わらない表情のまま目を眇めてみせた。

「いい夢だな」

「ありがとう、ございます……」

　何のてらいもない真っ直ぐな称賛を向けられると、こそばゆくて堪らない。

　私は火照った頬を彼に見せないようにと、お礼を言いながらもベッドから下りて本棚へと向かう。隙間なく詰め込まれた本の背表紙をしばし眺めて、今の状況にぴったりの一冊を引っ張り出した。

「何を読んでくれるんだ？」

「流石に、冬生さんに絵本を読むのもどうかと思うので……『千夜一夜物語』にしようかと思うのですが……どうでしょうか」

　『千夜一夜物語』は私のお気に入りで、元々私物だった本だ。私がその表紙を掲げて見せると、冬生さんは一度目を瞬いた。

「俺はそこまで横暴ではないつもりだが？」

「え、あっ……！　そ、そういう意味ではなく……！」

　処女を抱いては殺してしまう恐ろしい王様と、寝物語を語って己の命を引き伸ばさんとする女性の、長い長い夜の話。その女性が語る、砂漠の国の様々な物語たち。

　大の大人の男女が寝物語をするシチュエーションとしてぴったりだと思ったのだけれど、よくよく考えてみると、確かに他意の感じられるチョイスだったかもしれない。主に『処女を抱いては殺してしまう恐ろしい王様』の部分が。私が再び慌てて弁明すると、冬生さんが唇の片側を微かに吊り上げた。

「これも冗談だ。お前にそういう意図がないのは分かっている」

「は、はい」

「ストーリーは何となく知っているが、読んだことがない。よければ聞かせてくれ」

「分かりました。では……」

　動揺で乱れる脈拍を落ち着けるように、深呼吸を一つ。私はうず高く積み上げた枕の山に寄り掛かりながら、何度か子どもたちにも読み聞かせたことのある物語を、そっと音として紡ぎ始める。

　私にとって物語は、余所余所しい世界からの逃避手段であり、心を慰め、幸

せにしてくれる夢でもあった。

　子どもたちには夢を与えられたらいいなと思っていたけれど、今ばかりは、疲れ切っているこの人に安らぎを与えたい。そんな思いから、冒険譚も穏やかに、ゆったりとしたペースで読み上げていった。

　そして、————

「それから、男は……あ、」

「……」

　すう、という穏やかな呼気が傍らで聞こえて、私は本から顔を上げる。

　そちらを見遣れば、いつの間にか冬生さんの目は閉じられ、緩く開いた唇の隙間から淡い寝息が零れ出ていた。

「……冬生さん？」

「……」

「まだ読み始めてから十分ぐらいしか経ってないのに……」

　余程眠かったのか、それとも少しは私の寝物語がいい方向に作用したのだろうか。

　後者だったらいいなと思いながら、私は彼の眉間へとそろりと手を伸ばす。まだ微かに残っていた皺をほぐすように撫でてみたものの、冬生さんはぴくりとも動かなかった。

「……お疲れ様です、冬生さん」

　それから、おかえりなさい。

　言いそびれてしまった言葉を囁いて、私は労わるようにその頭を撫でていった。

　冬生さんに優しくされた分を、少しでも返せるようにと願いながら。
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　一夜が明けて、翌日。一日たっぷりかけて家中を掃除した私は、今度は夕食の準備にいそしんでいた。

　銀色のアルミホイルの落とし蓋の上で、澄んだ飴色の煮汁がふつふつと沸き立つ。食欲をそそる甘辛い香りを吸い込んで、私は壁に掛けられた時計を振り返った。七時半を少し過ぎたところを指す針に、心臓の下がそわそわとうずつくような感覚を覚える。

「……もうすぐかな」

　そして、料理の音に紛れ込ませた呟きが掻き消えるより早く、玄関のほうでがちゃりと鍵の回る音がした。体重の乗ったしっかりとした足音が近付いてきて、それはキッチンの入り口で止まる。

「戻った」

「おかえりなさい、冬生さん」

「ああ。ただいま」

　振り返った先には、スーツに身を包んだ冬生さんの姿があった。

　金曜日の七時半に帰宅できているなんて、彼とこの一週間ほどを過ごした私には快挙のように思える。昨日の夜も聞いたし、朝も『今日から早く帰れる』とは言っていたけれど、半信半疑だった私の胸にはほんの少しの驚きが広がった。

　冬生さんは通勤用の鞄から小さな包みを取り出し、それをシンクに置いて私の手を取る。ゆっくりと持ち上げられた私の左手に、冬生さんの唇が柔く押し当てられて。

「今日のも美味かった。特に卯の花がよかったな」

「っ……よ、よかったです……」

　ちゅ、と小さく鳴るリップ音とその感触に、私の心臓が大きく跳ねた。

　冬生さんは何でもないことをしたような顔をしているけれど、私は未だに彼のこういう振る舞いに慣れていないのだ。せっかくお弁当の感想を述べてくれているのに、その言葉が右から左へと流れていってしまう。頬がじわじわと赤みを帯びていくのを感じながら、反対の手で鍋の火を止めた。

「あとはよそえば食べられるので、着替えてきてもらっていいですか？」

「分かった」

　頷いた冬生さんが、あっさりと私の手を離す。キッチンから去っていくその背中を見つめて、私はそっと息をついた。

　私の旦那様は心臓に悪い。
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　冬生さんとの初めての食事は、とても楽しかった。

　あまり口数の多くない私と冬生さんでは話が弾むわけではなかったけれど、人と向かい合って一緒にご飯を食べる時間は温かくて、いつも通りに作った料理たちも、いつもより美味しく感じたぐらいだ。

　私は数時間前のその光景を思い出しながら、ぺらりとまた一枚ページを捲る。

「そして、船は次の海に進み……」

「……」

「……あの、冬生さん」

「どうした？」

「今日はあんまり眠くないですか……？」

　全ての寝る準備を整え、初日ぶりに同じタイミングでベッドに入った私は、冬生さんにせがまれる形で、昨日と同じように読み聞かせをしていた。昨日の続きから読み始めてそろそろ三十分ほどが経つけれど、冬生さんの切れ長の目は美しい輝きを灯したままで。

「まあ……そうだな」

「私の声、うるさかったでしょうか……」

「いや、お前の声は昨日と変わらず心地いい。ずっと聞いていたいぐらいだ」

「は、」

　思わぬところでダメージを食らって、ページが一枚戻ってしまった。

　照れが喉を塞いで、上手く言葉が出てこない。そんな私を見る冬生さんの瞳に、揺らめくような熱が過るのが分かって、————次の瞬間、私の身体はベッドの上に押し倒されていた。

「だが、今日はこちらが欲しい」

　手から滑り落ちた本が、ぱたんと音を立てて閉じる。それが合図だった。

　顔に影がかかったかと思えば、唇に優しく噛みつかれるような感触が訪れる。反射的に開いた歯列の間から、前と同じように大きな舌が潜り込んできた。

「ん……っ、ぁ、待ってくださ、……いきなり、」

「ッ、は……いきなりも何もないだろう。俺はずっとこうしたかった……」

　ぞくぞくするほどの低音が濡れた唇に吹き付けられる。うなじから下腹部へと甘い電流が駆け抜ける感覚がして、思わず縋るように彼の舌へと吸い付いてしまった。劣情の滲む男の人の声って、どうしてこんなに身体の奥に響いてしまうんだろう、————早くも熱にやられ始めた頭の片隅で、私はそんなことを考える。

　ちゅ、じゅう、とはしたない水音を立てるキスを続けながら、冬生さんは私の寝間着のボタンを一つずつ外していく。胸元に空気が触れる感覚がして、ひくりと肩が跳ねた。

「あ、や……っ」

「初めて触れたときも思ったが……お前の肌は柔らかいな」

　ずっと触っていたくなる。

　その言葉通り、冬生さんの手はブラジャーに包まれたままの私の膨らみを念入りに揉みしだく。そのまま一息にズボンまで脱がされてしまえば、まだ火照り切っていない肌が彼の眼下に晒された。

　初夜は『これから彼に抱かれるのだ』という覚悟がある程度はできていたけれど、今日は完全に不意打ちの形だ。油断していた身体はあっという間に侵略されて、気付いたときには剥き出しの蕾を唇で愛撫されていた。

「ッ……！」

　まだ慣れない感触に、震える唇から吐息が零れる。反射的に冬生さんの肩へと手を置いたものの、あっという間に快感に押し流されて、ぐずぐずと身体の力が失われていった。

　男らしくて薄い唇が、まだ柔らかい蕾とその周辺の色付いた皮膚を、やわやわと食む。ふっくらとしたそこはひどく敏感で、優しい刺激だけで従順に形を整えていってしまって。

「ぁ、ッ……ん、冬生、さ、」

「片方だけ可愛がっても、切ないだろうな」

「ッ、ぁあ……っ！」

　そう言うと、冬生さんは反対の蕾へと食いついた。

　まだほんのりと柔らかさを残す蕾は、舌で舐め転がされたり、躾けるように甘噛みされたりするたびにじんじんと疼く。その快感が私の女の部分を目覚めさせ、一緒に最奥を舐め蕩かしていくのだ。

「ひ、ぅ……」

　緩慢に襞を垂れ落ちていく蜜の感覚。熱く重い蜜に媚肉を優しく撫でられて、つい甘ったるい声が漏れる。それに気付いたのか、冬生さんが私の下腹部へと手を伸ばした。

「ああ……もうこんなに濡らしたのか」

　秘所の花唇を掻き分けて潜り込んだ指先は、すぐに蜜口の淵へと触れる。まだ硬い淫路へと忍び込んでくる中指のごつごつとした感触に、反射的に中を食い締めてしまった。太く逞しい指に掻き混ぜられ、襞の粒をゆるゆると撫でられる感覚に、その愛液はさらに量を増していって。

「っ……ご、めんなさ、」

「何故謝る？　感じられるのはいいことだろう」

　奥から蜜を掻き出すように指を抽挿しながら、冬生さんが首を傾げる。その瞳がとろりと蕩けて、————まるで愛情を溶かしたかのような色合いの青が、私を見つめた。

「感じているお前の顔も、仕草も……俺からすれば可愛らしく、好ましいものだ」

「っ冬生、さ……」

　心臓が、どくどくと激しく脈打つ音がする。

　どうして、彼はこういう言い方をしてしまうのだろう。こんなふうに言われたら、もしかして私は愛されているんじゃないかって、————宛がわれた妻というだけではなく、人として、女として愛されているのではないかと、錯覚してしまいそうになるのに。

　毎日残されるメモも、日々の中で見え隠れする優しさも、愛情に満ちた言葉も、この人の『普通』で、誰にでも与えられるものなのだということは分かっている。だって彼は、まるで騎士のように紳士的な人なのだ。女性に愛と奉仕を捧げる姿が彼の本質なのだとすれば、きっとこれが冬生さんの『普通』なのだろう。

　それに、この行為は『家のために子どもを作る』ための行為だ。愛されているみたいだと思っていても、どうしたって、全ては子どものためなのだろうという考えがちらついてしまって、————ずきりと、胸が痛む。

「……？」

　元々納得ずくで、私だって『家のために』という意識でこの結婚を承諾したのに、どうして胸が痛むんだろう。

　『家のため』『子どものため』で、問題ないはずなのに。

「どうかしたか？」

「あ、いえ……」

　自分の中に生まれた違和感を追いかけている途中で、まだ甘さを残した瞳に顔を覗き込まれる。

　慌てて目を伏せれば、恥じらっているように見えたのだろう。冬生さんがふっと息を零したような気配がした。

「……やはり、可愛らしいな」

　冬生さんは手を伸ばして、私の唇をじっくりと撫でると、私にぎりぎり聞こえないぐらいの声音で囁いた。

「それに……俺の指に弄ばれて、こんなにも蕩けてしまったのだと思えば、興奮もする」

「え……？　っひ、ぅ……ッあ、そこ……っ」

「ここか？」

　鉤状に曲げられた彼の指が、内壁のざらついた箇所をぐっと押し上げる。私の指とは違う、硬い腹の部分。そこが的確に襞を押し込んでしまうから、鈍い快楽に見舞われた私は、身悶えながら足をぴんと伸ばした。爪先にシーツが絡まって、私の動きを緩く拘束していく。

　やがて二本目の指が差し入れられ、一本目と同じようにその箇所を優しく掻きむしり始める。攪拌された愛液が泡立ち、会陰や後穴まで垂れていく感覚に、キスでぽってりと腫れた唇からあえかな吐息が漏れた。

「……ここだけでこれ以上感じるのは、まだ難しそうだな」

「そ、う……ですか？」

「顔も、ここも……蕩けてはきているが、果てるにはまだ程遠いだろう。やはりこちらを触ったほうがいいか」

　ゆったりと指を引き抜いた冬生さんが、蜜で汚れたそれを舐め上げながら目を眇める。そして、自分が出したものを舐められる羞恥に声を上げるより早く、冬生さんは私の太腿を開き、秘所へと顔を寄せてみせた。微かに触れる呼気と、質量すら感じられそうな視線。それらが剥き出しの花唇の奥へと至近距離で触れて、————

「ッあ、んん……～～～ッ！」

　疼く秘芯が、熱く濡れたものに包み込まれてしまった。

　じゅわ、と溶けるような感覚が秘芯を襲い、腰が淫らに跳ね上がる。

「ぅ、ぁあっ、ふゆ、き、さん……っだめ、です……っ」

「は、ァ……駄目、ではないだろう。ん、……ッここは、悦んでいるが……？」

「っや、でも、恥ずかし……」

　おそるおそる下腹部へと視線を遣れば、嘘みたいに綺麗な顔の男の人が私の秘所に顔を埋めている。恥丘の向こうから、ぎらぎらとした苛烈な青がこちらを見据えていて、思わず身震いするほどの羞恥と、それによる興奮が最奥を揺らした。

　冬生さんは舌先で淫芽を丁寧に剥き、中の丸々とした粒を優しく優しく舐めしゃぶる。たまに歯を当てて引っ掻くようにしながら、緩く開いた蜜口に舌を当てて溢れるとろみを啜られると、本当にどうにかなってしまいそうだった。

「ッん……俺は、早織の夫だ。見せるのが恥ずかしいなどと思う必要はない」

「そ、ういう問題では……ぁ、くぅ、んん……っ！」

　貴方だからこそ恥ずかしい、という可能性をもう少し考慮してくれたっていいのに。

　そう言いかけた私の下腹部で、じゅ、うう、とひどい水音がした。ひときわ強く蜜が吸われ、彼の喉仏がごくりと上下に動く気配。たっぷりと潤んだ舌が淫芽の裏筋をくすぐる感触に、私の瞼の裏で星が弾けるのが分かった。強張っていた身体が弛緩し、膝が外側へと開いてしまって。

「ッは、……っん、う……っ」

「……イッた、な」

　淡々として聞こえるのに、何かをぎりぎりまで押し込めたような声。つられて顔を上げた私は、ぞろりと唇を舐め上げる冬生さんの表情に思わず息を飲んだ。

　冬生さんはその名前が表す通り、しんと冷えた冬のような雰囲気を内包する人だ。瞳の色は空気が澄んだ冬の夜空のようだし、表情があまり変わらないところも、声音がいつもどこか淡泊で、口数は少ないけれどはっきりと物を言うところも、私が思う『冬』の印象に近い。

　でも、————今の冬生さんは。

「っ、あ……ふゆき、さん……」

「……どうした？」

　うっそりと微笑む彼の目は、今まで見たことがないぐらいに情欲を孕んでいた。

　今から目の前の獲物を、————私を、食い荒らして貪りつくそうという顔。先ほどのぎらついた光がさらに輝きを増して、私を貫く。静謐な冬の気配などどこにもない、燃えるような熱が彼を支配していた。

　興奮、してるんだ。欲望をぶつけられているという実感が心をどろりと蕩かし、身体に与えられる快感よりもずっと強い、精神的な快楽と喜びが私を飲み込んだ。

　冬生さんの乾いた手が、しっとりと汗をかいた私の太腿を掴む。やや粗暴に開かれた足の間に、彼の逞しく厚い身体が押し入ってきて。

「……もう、お前の中に入りたい。いいな？」

　『いいか』ではなく、『いいな』という念押しの形なのが、より一層私の被虐心を煽った。

　私が頷く暇もなく、熱く滾った怒張が蜜口へと押し当てられる。浅瀬ばかり念入りにほぐされたせいか、隘路の入り口付近はとろとろに蕩けていて、宛がわれただけの切っ先を従順に飲み込んでいってしまった。張り出した笠の部分が淵を押し広げ、ぐずりと煮崩れた媚肉をすり潰していく。

「ぁ、う……っん、大き……」

「ッ、悪いが……もう少し、大きくなるぞ」

「えっ、や……っなん、で……っ」

「はー……ッく、分からない、か？」

　長く息をついた冬生さんが、私を見下ろして密やかに笑った。ぐん、と腰を押し付けられると、脈打つ屹立がついに最奥へと到達する。先端の鈴口から漏れていた淫液が最奥に塗られ、燃えるような熱を感じてしまう。開きっぱなしの私の唇から、吐息のような喘ぎ声が漏れた。

「早織、」

　答えを急かすように奥を小突かれ、私はゆるゆると首を振る。大きく熱い手で腰を掴んだ冬生さんは、それに小さく笑って、律動を徐々に激しいものへと変えていった。

「そうか……、ッ」

「ぁ、ッん……奥、やぁ……」

「お前のここ、に……出せると思うと、堪らなくなるんだよ……」

　こん、こん、と小突かれるそこは、これから冬生さんとの子どもをもうける場所で、ゆりかごになる大事な器官だ。でも、冬生さんの腰遣いから感じる劣情はどこまでも獰猛で、この奥を征服したがっているようにしか思えなくて、————彼に『求められている』という実感が、私の中に残る最後の自制の糸を引きちぎる。

「っ冬生、さん……キス、」

「ん……？」

「キス、したいです……」

「ッ、……ああ」

　初めて自分から強請ったキスに、冬生さんが一瞬目を見開く。

　そして彼の表情はすぐに熱に蕩けて、貪るような口付けが降ってきた。

「ッ早織、……っお前は、本当に……」

　そこから始まった猛然とした突き上げに、私の意識はあっという間に悦楽で塗りつぶされていった。

　ただでさえ逞しかった冬生さんの熱杭は、ピストンを繰り返すたびに猛々しく膨れ上がり、私の中を蹂躙してみせる。根本から熱いものが送られてくる際の脈動も、充溢した血管が張り出す様も、何もかもが襞に刻み込まれて、もう二度と忘れられなくなってしまいそうだった。

「っん！　ぁ、っう……んんッ～～～……！」

　キスのせいで、酸素が足りない。頭も視界もぼやけて、何もかもが分からなくなっていく。

　甘ったるく啼きながら身を捩る私を、冬生さんが改めてしっかりと押さえ込む。奥の奥に押し付けられたまろい切っ先、そして彼の腰がひときわ大きく胴震いをして、————

「ッ、く……！」

　白い熱が、私の中へと勢いよく叩きつけられた。

　熟れ切っていた壁が濡れ、彼の熱がじゅくじゅくと最奥に染みてくる。ぞっとするほどの法悦が骨盤の内側を舐め蕩かして、私の意識の形を失わせていく。吐き出されたそれが冬生さんのものだと思うと、どうしようもなく堪らない気持ちになった。

「あ、……っ、ぁ、や……」

　脈打つ幹と溢れる欲の感覚を思い知らされ、私はあわれっぽく喘ぎながらも頭上を見遣る。汗の粒が降る中で、その向こうに荒い息をつく冬生さんの姿が見えた。

「ハ、ッ……っう、早織……さおり、」

　歯を噛みしめて呻く彼は、念押しでもするかのように腰を深くまで押し付けてくる。ぐ、ぐっと捏ねられる奥の窄まり。その行為はまるで、『孕ませてしまいたい』と言われているかのようで。

　私は色惚けた頭の片隅で、『まるで本当に愛されているみたいだ』と思ったのだった。
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「今日の買い物は、俺も付き合おう」

「えっ」

　突然投げかけられた言葉は、私にとっては本当に思いもよらないものだった。

　日曜日の昼下がり、久しぶりのお休みだからと私が持ってきた絵本をぺらぺらと捲っていた冬生さんが、こちらを見て不意にそう言った。夕飯の買い出しに出ようとしていた私は、エコバッグを鞄に詰めようとしていた体勢のまま固まる。

　買い物に付き合うって言った？　冬生さんが？

「普通のスーパーに行くんですよ？　駅の近くの、そこそこ大きいやつ……何も面白くないと思いますけど」

「面白さを求めているわけではないな」

　まるで私がおかしなことでも言ったかのように、冬生さんが柔く唇をたわませる。

「早織の細腕では買い物も重労働だろう」

「いえ、そんな……私、お米だって持てますし」

「自分の手が空いているのに、妻に重いものを持たせたくはない」

　混乱している私の手から鞄を取り上げ、冬生さんはすたすたと玄関へ歩いていってしまう。あんまりの早業に私は一瞬ぽかんとして、慌てて彼を追いかけた。

「ふ、冬生さん、せっかくのお休みなのに……本当にいいんですか？」

「ああ」

　淡々と頷いた冬生さんが、靴を履き終えて振り返る。私のお気に入りの小花柄の鞄は見るからに女物で、冬生さんの手にあると明らかに『彼女か妻のもの』という感じがした。

　それが自分のものだと思うと、なんだか面映ゆい。その光景に気を取られてまごついていると、冬生さんは何を思ったのか跪き、私のパンプスを少し持ち上げて差し出してくれる。

　まるで、ガラスの靴のように。

「ほら」

「……！」

　ときめきと恥ずかしさが一緒くたに心臓へ雪崩れ込んできて、じわりと頬が色付く。こちらを見上げる彼の瞳はひどく真っ直ぐで、何のてらいもない色をしていた。

「肩に掴まれ」

「は、い……」

　言われた通りに冬生さんの肩に身体を預け、足をそっとパンプスの中へと差し入れる。反対の足も同じように履かされて、私の顔はついに真っ赤に染まったのだった。
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　冬生さんとの初めての買い物は、無事に完了した。

　スーパーの仕組みにこそ慣れていない素振りを見せていたものの、冬生さんは一貫して私の荷物持ちに徹してくれていた。おかげで十キロのお米も買えたし、いつもは躊躇してしまうちょっと重めの食材もたくさん買うことができて、————まあ、それも全部冬生さんが『俺が持つから』と躊躇なくカゴに放り込んでしまったからなのだけれど。

「重くないですか……？」

　冬生さんの手にはそれぞれ大きなエコバッグが下げられ、肩には私の鞄がかけられたままになっている。エコバッグはどちらもずっしりと重そうで、私は彼にそわそわと纏わりついてしまう。

「問題ない」

「私も一つぐらい持ちますよ」

「大丈夫だ」

「じゃあ、せめて私の鞄は……！」

「聞き分けろ。お前に何か持たせるつもりはない」

「う……」

　きっぱりと言われてしまえば、もうこれ以上食い下がることもできない。私は大人しく冬生さんの隣に収まって、遅れないようについていった。せめてもの気持ちで、エコバッグの持ち手の端を掴みながら。

「……それで、今日は何を作るんだ」

「ええと、さっき買ったみりん干しと、油揚げの味噌汁と、————」

「早織？」

　他愛もない会話の途中、不意に後ろから聞こえてきた声は、ひどく聞き覚えのあるものだった。

　ひゅ、と喉が鳴って心臓が嫌な音を立てる。振り返った先にいたのは、声音から思い描いていた通りの人物で。

「伊い織おり……」

「こんなところで会うなんて思わなかった！　そういえば、新居の最寄り駅ってここだったんだっけ」

　楽しそうに弾む声音と、造り自体は私とほとんど同じなのに華やかな雰囲気のかんばせ。

　宇津美伊織、————私の双子の妹が、そこには立っていた。

「伊織こそどうしたの？　この駅に何か……」

「あ、今日はちょっとこっちのカフェで人と会う約束があって……早織は旦那さんも一緒？　緒方さん、ですよね？」

「あ……ええと、」

　突然のことに動揺する私を余所に、伊織はひどく気安い感じでこちらに向かってくる。冬生さんも、顔の造形で彼女が誰だか気付いたのだろう。すぐに向き直って軽く会釈をしてみせた。

「ああ、緒方冬生だ。初めまして」

「初めまして！　早織の妹の伊織です」

　『見かけたから挨拶がてらに声をかけてみた』という感じの、愛想こそいいもののどこかさらりとした態度。父と同じ、私に対してあまり興味のない、伊織らしい態度だった。妹ってこういうものなんだっけ、なんて考えるのはとっくの昔にやめてしまっている。

　だって、ほら。『結婚おめでとう』の一言すらないんだもの。

「それにしても……夫婦でお買い物かあ、いいね」

「うん……」

　砂を噛んだような、微妙な気持ちになりながら曖昧に頷く。決して嫌われているわけではないのだろう。実家では世間話ぐらいはするし、傍から見れば多少ドライだけど適度な距離を保っている姉妹に見えるはずだ。

　妹には妹の世界があって、その中にあるのは仕事のことと父のこと、それから彼女と同じような価値観とテンションを持つ友人たちのことだけ。『家族』であり『双子の姉妹』である私はその中に入っていなくて、————ただ、興味がないのだろうと思う。

　細く息をつくと、「それにしても」と伊織が首を傾げた。

「一生専業主婦なんて、私には無理だな。そんなつまらない人生で本当にいいの？」

「つまらないって……」

　彼の隣にいることすら『つまらない』と思われているような気がして、言いようのない靄が胸の中に広がっていく。悪気がないと分かっているだけに強く否定することもできず、靄は一層大きく育っていってしまう。

「早織だってやればできるんだから、ちゃんと仕事やればいいのに。お父さんだって期待してると思うよ」

「……それは、」

「お父さんに認めてほしいってずっと言ってたじゃない？　子ども産んだら戻ってくれば？」

　ちゃんと仕事をやってない瞬間なんて、一度たりともなかったのに。

　お父さんが期待なんてしてないって、もう嫌というほど分かってるのに。

　戻ってくるって、最初から私は本社にいないのに。

　私の人生は、————冬生さんのおかげで、ようやく『つまらなくない』ものになってきたところなのに。

「……」

　もう、どう吐き出したらいいか分からない感情が胸の中にわだかまって、どろどろと煮詰まっていくのがよくよく分かった。喉にへばりついて吐き出すこともできないそれが、私の心臓までもを澱ませていく。

　なんて言い返せばいいかも分からなくて、私はただ唇を噛みしめる。残念ながら私より伊織のほうが余程口が上手い。ここで下手に反論してしまえば、善意という名の押し付けで完膚なきまでに叩きのめされるだけだ。いつも、そうだったから。

　握りしめた拳が微かに震える。呼吸が浅くなり、息が苦しくなる。そのままはくりと唇を動かした瞬間、————握りしめたままだった拳を、冬生さんの大きな手に包み込まれた。

「失礼だが、妻の幸せは妻が決めることだ」

「！」

　安心させるように、ぎゅっと強く手を握られる。はっとしてそちらを見上げれば、冬生さんは一度私に視線を遣って、それから再び伊織を見据えた。

「彼女にとって仕事が幸せならば、俺が一緒に考える。そちらの手は借りない」

「……そうですか？」

「貴方の姉はもう『宇津美早織』ではなく、『緒方早織』になったんだ。安心して任せていただきたい」

「あ……」

　ああ、そうか。私はもう緒方早織なんだ。

　彼のきっぱりとした言葉がすとんと落ちて、激しく胸が締め付けられる。こんなふうに言ってくれた人は、人生で一人もいなかった。

　彼は私を一人の人間として尊重してくれているのだ、————否が応でもそう実感してしまって、胸が締め付けられるような感覚がひどくなった。

　もう十何年も味わってきた、感情や選択を押し付けられる息苦しさが、初めて和らいだような感覚。呼吸がしやすくなって、私はごく自然に、真っ直ぐに伊織の双眸を見つめた。

　今なら、ずっと言えなかったことが言えるような気が、して。

「うん。……大丈夫だよ、伊織。心配してくれてありがとう」

「早織……」

「お父さんにもよろしく」

「……うん、元気そうだったよって言っとくね」

　何かを感じ取ってくれたのか、伊織はあっさりと頷く。私とよく似た面差しがにっこりと微笑んで、髪をひるがえして彼女は駅のほうへと歩いていった。

　私はそれをしばし信じられないような思いで見送って、力の抜けた身体を冬生さんの肩にそっと押し当てる。

「大丈夫か？」

「大丈夫です……すみません、緊張して」

　双子の妹に緊張する理由も、今回の邂逅で何となく分かってくれたことだろう。冬生さんは息を零すように笑って、微かな甘さを孕む声音で囁いた。

「それで、お前の気持ちはどうなんだ」

「……私、今はこのままがいいです」

　忙しい冬生さんを、きちんと妻として支えたい。

　これは母に仕込まれてきた良家の子女としての心得がどうとかじゃなくて、紛れもない自分の本心であり、心から湧き上がってきた感情だった。冬生さんはきっと、これからもかなり忙しく精力的に働くつもりなのだろう。それなら私は、今すべき私の仕事をしたい。

「でも……ずっとこのままでいるのも、嫌で」

「なるほど」

「……我が儘ですか？」

「いや、可愛いものだ」

　この人にかかれば、私のどんな我が儘も『可愛い我が儘』ということになってしまうような気がする、————なんて。

「お前の人生設計が決まったら、一番に教えてくれ」

　そんなことを思うのだ。






３　愛されていることを知りましょう








　そこからの毎日は、私のその『愛されているみたい』という自惚れを補強し続ける日々だった。

　冬生さんは変わらず私に優しく、最大限の配慮をしてくれていた。お弁当を始めとした料理への感想は欠かさないし、疲れているはずなのに色々と家事を手伝ってくれる。夜の行為も、私の嫌なことは決してしないのに『してほしい気がするけど恥ずかしくて言えない』ことは、きちんと汲み取ってしてくれる。普通の夫婦らしく、休日にちょっとした買い物デートにも連れ出してくれたりもした。これだけなら、————いや、これだけでもかなりのものだけれど、ここで終わっていれば私だって『愛されてるみたい』程度の自惚れで済んでいただろう。

　問題は、そうやって私と日々を過ごす中での冬生さんの振る舞いが、明確に糖度を増していることだった。

　私を見る視線が、触れる手つきが、名前を呼ぶ声が、————蜂蜜のように甘ったるいものへと変化して、そこに毎日少しずつ砂糖を足されているような感覚。流石の私でも『気のせいかもしれない』なんて予防線を引いている暇がなくて、本当に冬生さんに大事にされているのではないかと思い始めてしまったのだ。

　自惚れかもしれない。でも、期待してしまうのだ。この世界でたった一人の旦那様が、私のことを愛してくれているのかもしれないって。

　そして、そんな思いを抱えて数週間が経過した日の朝。

　いつも通り冬生さんの隣で目を覚ました私は、愛液とはまた違った何かが流れ出る感覚と、下腹部に感じる不快さと鈍痛、それから微熱に全てを悟った。

「ああ……」

　女として二十五年間生きてきた私にとっては、馴染み深い感覚。もしかしたら今月は来ないんじゃないか、なんて密かに考えていたのに、普通にやってきてしまったらしい。

　つまり、初夜やそれを始めとする数週間前の行為では、子どもができなかったということだ。

「……そっか」

　じくじくと痛む下腹部を、そっと擦る。ここには、なんにも宿らなかったのか。

　胸の内から湧き上がったのは、安堵のようで、それでいてショックのような、どちらともつかないぐしゃぐしゃに絡まった感情だった。わけもなく涙がせり上がってくる。頭もお腹も、心も、痛くて堪らない。いっそこのまま、何も考えずにもう一度眠ってしまいたかった。

　でも、ベッドを汚してしまうのは駄目だ。だってこれは、冬生さんのベッドなんだもの。

　私は何とか気合を入れて身体を起こすと、覚束ない足取りのままトイレに向かった。あれこれと処置をしてリビングのソファーに転がると、近くにあったブランケットをお腹にかけて、小さく小さく縮こまる。

　ベッドに戻らなかったのは、汚してしまうのを危惧したのと、冬生さんに気付かれたくなかったからだ。私はとにかく症状が重いほうで、初日から三日目にかけてはありとあらゆる不調が起こる。微熱では飽き足らず本格的な熱が出ることだってあるから、彼を心配させてしまうだろう。

　起こさないように気を付けてベッドを出たし、今日は土曜日だから、冬生さんはゆっくり起きてくるはずだ。それまでにはいつもの私に戻らなければ。

　ほう、と息をついてブランケットに鼻先を埋める。お腹の奥を針で突き刺されるような痛みと、血の気が引いていく感覚に意識を手放せば、あっという間に目の前が黒く染まった。
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　ゆらゆらと、微かに身体が揺さぶられる。

　温かく優しいものがお腹の上に触れて、ゆっくり撫でられているのだと気付いたときには、私の瞼はしっかりと開いていた。ぼやけた視界に広がる、寝室の天井。真ん中に冬生さんのかんばせがあって、お腹を擦ってくれているものが彼の手のひらなのだと理解する。

「冬生さん……」

「おはよう。大丈夫か？」

「ん……」

　お腹を撫でてくれていた手が、額にそっと押し当てられる。「やはり熱があるな」という呟きが彼の唇から零れた。

「起きたらお前がソファーで寝ていたから、何事かと思ったが……」

「あ……」

　そうだ、先に起きようと思ったのにすっかり寝こけてしまっていた。

　はっとした私が、余程ばつの悪そうな表情をしていたのだろう。冬生さんはほんのりと苦笑めいたものを唇の端に滲ませて、再び私のお腹を優しく擦った。

「ソファーで寝ているお前に事情を聞いたら、寝ぼけながら全て話してくれた」

「えっ……ほ、本当ですか？」

「ああ」

　青ざめつつ記憶を漁るが、全く覚えがない。

　でも確かに、ぱっと見た限りでは普通の体調不良にしか思えないはずなのに、冬生さんは私のお腹を温めてくれていた。腰の下にもタオルが敷かれているし、明らかに私がどういった体調不良なのか理解しているようにしか思えない。自分で説明したのだろうなと否が応でも分かってしまって、私は思わず遠い目をしてしまう。

「体調が悪いときに、余計な心配はしなくていい。俺を頼れ」

　自分の失態に衝撃を受ける私に、優しいキスが贈られる。ちゅ、ちゅ、と柔い音が強張った身体を溶かしていく感覚。火照った瞼や額が、彼の唇に冷やされていくのが分かった。

「ん……っ」

　ただの戯れのようなキスなのに、その感触は涙が出そうなぐらいに甘く、優しかった。弱っているときにこんなふうに優しくされてしまったら、どうしたって甘えたくなってしまうのに。

「……冬生さん」

「ん？」

「ふゆきさん……」

「どうした。……辛いか？」

　つらいです、と囁くように言って自分のほうからも彼へ擦り寄れば、硬い鼻筋が緩慢に押し当てられた。微熱でふやけた頭は、彼に触れられるたびにぐずりと煮崩れていって、甘ったれな私が顔を出してしまう。

　相変わらず降り注ぐキスは温かい。とろとろの甘ったるい声音が輪郭を撫でて、大きくて温かな手がゆったりとお臍の下に宛がわれた。

「……お前がこんなふうに甘えてくるということは、余程辛いのだろうな。代われるものなら、代わってやりたいぐらいだが……」

　唇だけでなく瞼や鼻先にまで触れた冬生さんは、最後にくしゃりと私の頭を撫でて上体を起こした。

「せめて、今日は何もせず休んでいろ。食事も俺が用意しよう」

「えっ、そんな……駄目です、私が……」

　それはちょっと、甘えすぎだ。

　ふやけていた頭にほんの少しだけ冷静さが戻り、私は慌てて彼の腕を掴んだ。しかし冬生さんは柔い笑みを落として、私の頭をもう一度撫でてくれる。

「薬も飲ませたほうがいいだろうとは思ったんだが、生憎どれが効くのか分からなくてな……まだ買ってきていないんだ。後で買ってくるから教えてくれ」

「冬生さん、あの……！」

「なんだ、喉でも渇いたか？」

「そうではなくて……！」

　釘が打ち込まれているかのような、ずきずきとした痛み。頭が割れそうに痛くて、身体が熱くて、ひどく気怠い。気持ちまでもが下へ下へと引っ張られて、聞き分けのいい私ではなく、我が儘な幼子のような私が表層に出てきてしまう。

　冬生さんはただ私を心配してくれているだけだ。ここで粘るほうが迷惑をかけると分かっているのに、私は素直に甘えることもできずに駄々を捏ね続け、————しまいには涙を溢れさせてしまった。

「……冬生さんは、どうしてそんなに優しくしてくれるんですか？」

　涙と一緒にぽろりと零れたのは、今までずっと頭の片隅に置かれていた疑問だった。鼻声で紡がれたそれに、冬生さんが少し戸惑う気配がしたものの、ぐしゃぐしゃになった情緒と熱のせいで、涙も言葉も止まらない。

「どうして、と言われてもな……」

「だって私、子ども……できなかった」

「……子ども？」

　彼がそんなことで私を責めるような人ではないことは分かっている。そもそも、結婚して一ヶ月でそうそう上手くいくこともない。『冬生さんとの子どもが欲しい』と胸を張って言えるほど彼への想いが育っているわけではない。全部全部分かっている。それでも悲しくて、申し訳なくて、どうしようもないのだ。制御できない感情が勝手に私の口を使って、言葉を吐き出しているような感覚だった。

　そして、その制御できない感情が、私の奥底にしまわれていた思いを引きずり出してしまう。

「ごめんなさい……せっかく、結婚してくれたのに……」

　私と冬生さんの結婚は家同士の打算から始まった。どれだけ優しくしてくれても、愛してくれているような気がしても、結局私に求められているのは『子どもを作ること』で、私自身が求められているわけではない、————そんな思いは、この一ヶ月間一度も消えることはなかった。

　ぐずぐずと鼻を啜りながら、私は冬生さんから逃げるように顔を背ける。彼の反応が怖くて、顔を見られる気がしなかったからだ。

　冬生さんはしばらく固まっていたものの、やがてお腹を擦る動きをゆっくりと再開させた。穏やかな、小さな子どもに問いかけるかのような声音が、私の名前を呼ぶ。

「早織……もしかして、ずっとそう思っていたのか？　この結婚における自分の『仕事』が、子どもを産むことだと？」

「……」

「……だから、初めてだというのに『嫌だ』も『止めて』もあまり言わなかったのか」

　得心がいった、と続けた冬生さんの声には呆れは含まれておらず、あくまでどこまでも優しい響きをしていた。ぎゅう、と胸が締め付けられる感覚。また新しい涙が睫毛を濡らして、熱で火照った頬を冷ましていく。

「俺は、そういうつもりで早織と結婚したわけではない」

「……分かってます」

「いや、お前は分かってないよ。……少しだけ聞いてくれ」

　優しく身体を抱き寄せられ、冬の夜空の瞳が私を覗き込む。

　そこにはやっぱり呆れもなく、こちらを責めるような色合いも浮かんではいなかった。

「もちろん子どもができたら嬉しい。お前との子なら可愛いだろう。だが、どうしても必要というわけではないんだ」

「え、でも……」

「『緒方』がそういう条件を提示したのは確かだが、強要するつもりはないと父も母も断言していた。楽しみにはしているだろうが」

「ほんとう……？」

　言われてみれば、冬生さんのご両親に会ったときにそういうことを言われた記憶はない。ただ父が『向こうは宇津美の血筋が望みらしい』と言っていたから、てっきりそうなのだと思っていたけれど、————冬生さんがそう言うってことは、本当に違うの？

「ああ。お前に嘘などつくものか」

　ほんの少し口角を上げた、淡い微笑みが冬生さんの顔に浮かぶ。尚もぐずる私をあやし、宥めるような笑みだった。涙を零す眦を唇で拭われ、そのまま顔中に甘ったるい口付けが降り注ぐ。ちゅ、ちゅ、と可愛らしい音が鳴るたびに、胸の奥にまでキスを施されているような心地がした。

　沈み切っていた心が、ゆっくりと浮上していく。こんなふうに言葉を尽くされてしまえば、これ以上悲観も卑屈も芽生えそうになかった。冬生さんが嘘を付かない誠実な性質だということは、この約一ヶ月間を一緒に過ごしてきて思い知っている。だから、きっと彼の言ったことは本当なのだろう。

「……今まではお前に気を遣わせてしまうかもしれないと思い、言わなかったが」

　キスをほどいただけの至近距離で、冬生さんはひどく真剣な顔をしている。その口が一瞬覚悟を決めるように引き結ばれ、やがてそっと言葉を吐き出した。

「俺は早織を、一人の女性として愛している」

「え……」

「だから、いっそ……お前ともう少し二人きりも悪くないな、と俺は思っているんだ」

　覚えておいてくれ。

　その念押しが脳味噌へと届いた瞬間、心が大きく震えた。明確に言葉にされた彼の愛が、じわじわと浸透してくる。そうかもしれない、そうだったらいいなと思っていたけれど、いざ言われると驚きと戸惑いが大きかった。

　私と彼は、結婚する前は顔見知りですらなかったような関係だ。それなのに、どうして、————

「どうして、という顔だな」

　はっと冬生さんに意識を戻すと、彼はじっと私を見据えていた。

「……お前は不思議に思うかもしれないが、これは嘘偽りのない俺の気持ちだ」

「冬生さん……」

　そう思ってくれたのは結婚する前なのか後なのか、とか、そんな疑問も頭の片隅には浮かんでいる。それでも最終的に私の胸に深々と根ざしたのは、誤魔化しようがないほどの歓喜だった。

　冬生さんが誠実な性質だということは既に分かっている。私がどれだけ不思議に思ったって、彼が私へと想いを向けてくれているのは事実なのだろう。それは恐れ多いほどにすごいことで、私にとってこの上なく嬉しいことだった。

　私はちゃんと愛されていたんだ、この人に。冬生さんに。

「体調が悪いときに混乱させるような話をして悪かった。ひとまず今は休め。薬は調べて買っておく」

「は、はい」

「……この話は、また今度しよう」

　きちんと言葉を飲み込んだのが分かったのか、冬生さんは私に布団をかけ直し、その上から優しくお腹を擦ってから立ち上がる。途端に、衝撃で一瞬遠のいていた身体の不調が戻ってきたけれど、もう欝々とした気分はどこかへ飛んでいってしまった後で、私の身体は春のような幸せで満たされていた。

「あの……！　ありがとうございます、冬生さん」

「……ああ」

　色々なものに対する感謝を込めた言葉に、部屋を出ていこうとしていた冬生さんが、振り向きながら柔く笑ってみせる。

　その笑顔に心臓がきゅんと疼いたこと、————もう見て見ぬ振りはできそうになかった。





＊＊＊






　私は、冬生さんのことをどう思っているのだろう。

「……嫌になったか」

　いつもよりさらに淡泊な、どこか寒々とした響きの声音が耳朶を打つ。

　あの告白から二週間、私は冬生さんにベッドの上に力強く組み敷かれていた。

　仰向けの体勢で両手首と太腿を押さえ込まれ、自分に圧し掛かる冬生さんを見ることができずに、そっと視線を逸らす。見られないのは、このいつになく冷たい声音が怖いからじゃない。冬生さんの顔を見ると、————どうしようもなく、どきどきしてしまうからだ。

　私の『愛されているかもしれない』という感覚が自惚れでないと思い知らされてから数日が経ち、長らく続いた月の障りも終わった。身体も情緒も元通りに戻ったけれど、一度知ってしまった想いだけは、元通りというわけにはいかなくて。

　恋愛初心者の私にとっては、誰かが自分を愛してくれているというだけで、もう一大事だ。それが何度も身体を重ねたことのある、『旦那様』ともなれば余計に大変で、顔を見るだけで照れと羞恥で赤面して、まともに話すこともできなくなってしまっていた。

　だからこそ、私はこの二週間冬生さんを避けてしまっていたのだけれど、————ついにしびれを切らした冬生さんに押し倒されてしまったというわけだ。

「この間の告白で怖がらせてしまったか？　それとも、お前の介抱で何か不手際があったか……どちらにせよ、許しを請うチャンスだけでも与えてくれないか」

「あ、あの……冬生さん、」

「お前に逃げられるのは堪える」

「え……」

　そんなつもり、全然なかったのに。

　半ば現実逃避していた私は、冬生さんの声音と表情に苦しみが混じったことに気付いて、慌てて身体を起こそうとする。しかし彼に押さえ込まれたままの身体はびくともせず、むしろ拘束する力が強くなった。少し痛いぐらいの力は、いつも私に優しすぎるぐらいに優しい冬生さんらしくない。それぐらい彼を苦しめてしまったのだと思うと、恥ずかしさなんて吹き飛んでしまって、私の中には申し訳なさと『誤解を解かなければ』という焦りだけが残った。

「違うんです、あの……私、恥ずかしくて」

「……恥ずかしい？」

「冬生さんの優しさは本来の性質なんだろうな、と思ってたので、今までは平気だったんです。でも私のこと……その……」

「愛しているが」

「それです！　そんなこと言われたら、冬生さんの顔を見るたびにどきどきしてしまって……まともにお話しできそうになかったので、つい避けてしまいました。ごめんなさい」

　つっかえながらも嘘偽りのない気持ちを並べ立てれば、私を組み敷く冬生さんがはっとしたように手の力を緩めた。

「では、俺の気持ちが嫌だったというわけではないんだな？」

「はい。……むしろ、嬉しかったです」

「……そう、か」

　強張っていたかんばせに嬉しそうな笑みが広がっていく様は、まるで雪解けのようだった。私を甘やかす笑みでも、ベッドの上で見せてくれる苛烈な笑みでも、ごく稀に浮かぶどこか無邪気な笑みでもない。心の底から嬉しいと思っているかのような、柔らかい笑顔。彼の顔にそんな表情が浮かぶことこそが愛の証明のようで、堪らない気持ちになる。

　だって、私は同じ想いを返したわけじゃない。ただ貴方の気持ちが嬉しかったと伝えただけなのに、それだけでそんなに幸せそうな顔されてしまったら。

「冬生さん……」

　どうしたって、貴方を愛おしく思ってしまう。好きだって、思ってしまう。

　今までに降り積もってきた柔らかな雪のような好意が、ついにはっきりと形を持つ。今までずっと胸の中にあったものに、名前がついたような感覚だ。

　結婚したその日から、冬生さんはずっと私を一人の人間として尊重してくれていた。大切に想ってくれているのだと、態度と言葉で示し続けてくれていた。そんなふうに愛してくれる人を、好きにならないほうがきっと難しい。

　私に触れる優しい指先も、誠実な言葉も、何よりも雄弁な甘い眼差しも。何もかもが、彼が私を愛してくれている理由であり、私が彼を愛する理由でもあった。

　心臓が力強く脈打ち、私の全身に血液を送る。耳の奥でその音が反響して、嵐のようだと思った。目の前がちかちかして、わけもなく胸の奥がうずつく。生まれて初めて自覚した『誰かを愛おしく思う気持ち』が、私の中身をすっかり入れ替えてしまったのかもしれないなと思った。

　今すぐこの人に触れたい、その温度を感じたいという欲が、私の中で膨れ上がっていって、————

「……早織」

　目の前で私をつぶさに観察していた彼が、それに気付かないはずもない。片手で私の両腕を押さえつつ、空いた手で私のおとがいをゆっくりと持ち上げてみせた。

　互いの名前を呼んで、視線を絡み合わせる。キスの準備はそれだけで充分だった。

「ん……っ、ぅ、んん……」

　溶けてしまいそうなほどに熱い唇が二つ、睦み合うように重なる。愛撫をし合うかのような濃密なキスは、あっという間に舌をも絡める激しい口付けへと変わっていった。

　おとがいを持ち上げていた彼の手は、私の頭を撫でるように固定し、キスから逃げないように囲い込んでいる。そのまま丁寧に唇を甚振られて、ぞくぞくするような興奮が背骨を灼いた。愛と執着を否が応でも教え込まれるような、果てのないキス。唾液も美味しそうに啜られ、ごくりと飲み下される。舌なんて蕩けてなくなってしまいそうなのに、いつまでも感覚だけは鋭敏で、気持ちよさだけが尾を引いた。

「ッは……ちゅ、ン……今日は、積極的だな」

「ぁ……っん、キス、きもちい、から……」

「ああ、気持ちいいな……このまま、ずっとキスするか？」

「ん……」

　私が小さく頷くと、褒めそやすように上顎の溝を優しくくすぐられる。ぞわ、と肌が粟立つ感覚がして、ふしだらな腰が冬生さんの身体の下で痙攣した。

　再開されたキスは先ほどよりもゆったりとしたペースで、その代わりとでも言うように、冬生さんの指先がいつものように私の服を剥き始める。勝手知ったる手つきで前開きの寝間着を脱がし、あとはキャミソールと上下の下着を残すだけの格好にされてしまって。

「っ……は、ァ、一回キス、ほどくぞ……」

「ぁ、……っや」

「すぐにもう一度してやる。いい子にしていろ……な？」

　ぐっと低くした掠れ声が唇を撫でて、その拍子に銀色のアーチがふつりと切れる。そのまま上体を起こした冬生さんは、私のキャミソールを脱がすと、自身の上もばさりと脱ぎ捨てた。間接照明に照らされる、逞しい身体。今までも見るたびにどきどきはしていたけれど、今日はなんだか無性にお腹の奥がうずついた。

　服をその辺りに放り捨てた冬生さんが、ゆったりとした動作で再度私に圧し掛かってくる。男らしい重さの身体は既に熱く、欲望と劣情を内包したかのような温度をしていた。

「ん、早織……」

　じれったいほどの緩慢さで唇を吸われ、キスと呼ぶには淫猥な音が耳を侵していく。耳の穴に指を差し入れられ、浅い部分をつぽつぽと擦られると、こもった音がどこにも逃げられずに私の中で反響した。

「はッ……ああ、もう顔が蕩けきっている……」

「ぁ、ん……」

「やはり、今日は積極的というか……快楽に随分と素直な気がするが、どうしたんだ……？」

　唇を触れ合わせたまま囁いた冬生さんが、舌先で咥内を掻き回す。たっぷりと潤んだそこを混ぜられる感触が、まるで秘め事を探られているかのようで、尾骶骨の辺りがぐんと重くなるような気がした。

「っあ、……の、さっきの、嬉しくて」

「……さっきの？」

「愛してる、って言ってくれたのが……」

　本当はそれだけではないけれど、度重なるキスで輪郭を失ってしまった唇と舌では、これ以上長い文章を上手く喋れる気がしなかった。色々と端折った『秘め事』でも、私の気持ちは何となく冬生さんにも伝わったようで、脇腹をゆるゆると擦る手が俄かに含みを持ち始める。

「では、もう自制しなくても良さそうだな」

　細められた目が私を射抜いて、どろっと熱情を孕む。じせい、と舌足らずに聞き返した私に、冬生さんはうっとりと微笑んでみせて。

「愛している」

「え、」

「好きだ」

「っあ、待って……っ」

「駄目だ。……そんなに可愛いことを言われてしまっては、もう二度と自制する気にはなれない」

　大きな両の手のひらが、私の腰を両方から一気に撫で上げる。ぞくぞくっと甘い電流がうなじへと駆け上がり、か細い嬌声が喉から迸った。きゅんと疼く下腹部を親指で優しく撫でられると、耳に注ぎ込まれる言葉も相まって、身震いするほどの悦が広がる。

「ずっと言葉にするのを我慢していたんだ。……お前はまだ、俺の気持ちに追いついていないだろう。あまり言うと、焦らせてしまうから」

「冬生さんの、気持ち……」

「だが、嬉しかったのならいいだろう？　好きなだけ愛を囁いても」

　————愛している、早織。

　甘ったるい言葉と共に、晒した喉元に冬生さんが歯を立てた。

「ッふぁ、っんん……！」

「ハ、……ッすき、だ……、その快楽に蕩けた顔も、声も……何もかもが愛おしい」

「っ……ン、冬生さ……」

「このまま、食べてやりたいぐらい、だ……」

「あ、ぁあ……っ！」

　冬生さんから贈られる愛の言葉は、その一つ一つが私をおかしくするほどの質量を持っているのに、それを何度も繰り返し注ぎ込まれていく。喉の部分の薄い皮膚を吸われ、甘噛みを施されるたび、急所を愛撫されているという事実が私を精神的な悦楽へと陥れた。

　冬生さんは喉や耳へ執拗に触れながら愛を囁き、同時にその火照った手のひらで私の身体を撫でまわす。膨らみの芯を捏ねるように揉みしだき、先端であえかに震えている蕾も、いつものようにぴんと勃つまで可愛がられた。

「ぁあっ……！　ふゆ、さ、食べちゃ、や……」

「ん……お前は本当に、可愛らしい……」

　腰が揺れている、と笑い混じりの声音で揶揄した冬生さんが、今度は腰の辺りをくるくると撫でてみせた。はしたなさを指摘されたような気分になって、じゅん、と腰の奥が潤む。下着が取り払われているせいで、溢れ出た蜜はそのまま秘所から垂れ落ちていった。

「噛むたびに、下腹部が震えて……この奥が疼いているんだろう」

「あッ、ン、そこ……っ」

　熱くぬかるむ呼気が、散々なぶられて濡らされた喉を引っ掻く。それすらも気持ちよく感じてしまうのだから、私の身体はこの一ヶ月ほどで、すっかり冬生さんの与えてくれる快楽に慣らされてしまったらしい。

　彼の手は秘所へと潜り込み、花唇をくぱりと開いて蜜口へと触れていた。

「……今日は中しか触らない。そろそろ、中だけで果てられるはずだ」

「っそ、んなの……」

「無理、とは言わせない。この間は惜しかったからな」

　冬生さんが言っているのは、月の障りが始まる前夜のことだろう。あの日はどこを触られても気持ちがよくて、内壁をずりずりと擦られるたびに身も世もなく喘ぎ、最奥に出された瞬間、その熱で絶頂の一歩手前まで押し上げられてしまったのだ。

　あの日の快感を思い出して喉を鳴らす私に、目の前の青が獰猛に歪んだ。

「それに……一週間ぶりだというのに、ここまでほぐれているんだ。今日はきっと気持ちよくなれる」

　そう言うや否や、冬生さんは節ばった指を二本纏めて隘路へと沈めてみせた。指の質量分だけ愛液が押し出され、粘ついた水音を響かせながら太腿や彼の手のひらを汚していく。

「ン、ぅうん……ッ！」

「ほら、……な」

　熱く熟れた襞は、今までに何度も冬生さんの指で可愛がられて、すっかり彼に懐いてしまっている。突然潜り込んできたというのに、その指を柔く締め付けて歓待しているのがその証明だった。指はすぐに奥まで到達し、いつもよりほんの少し下がっていた最奥をくちゅりと優しく突き上げる。

「ッ……～～～！」

　望外の淫悦に、下肢がきつく痙攣した。

　後頭部をシーツに擦り付けて身悶える私を、冬生さんが巧みな指戯で追い詰める。押せば愛液が染み出すほどに潤んだ淫壁が、瞬く間に拓かれ、柔らかくほぐされていった。喉に宛がわれたままの唇が低く笑い、顎の下を咀嚼するように食む。

　今日は一切触れられていない淫芽がずくずくと疼き、熱を溜め込んで勝手に膨れ上がっていく感覚。いっそ自分で掻きむしってしまいたくて、私はその衝動を堪えるために、冬生さんの髪をくしゃりと掴んだ。

「ふ、……愛らしいことをしてくれる」

「ぅ、～～ッんん、ぁ、はあ……っ」

「早織。このまま続けていたら、指だけで果ててしまいそうだが……どうする？」

「や……ぁ、やだ、冬生さ……」

　意地悪を言われて、胸の奥がきゅんと疼く。ひくつく襞が正直にときめきを伝えてしまったのか、冬生さんの笑みが甘ったるさを帯びた。

「そうか。では、こちらにしよう、ッ、な……！」

　その冬生さんの言葉が私の脳味噌に届くよりも早く、隘路全体が勢いよく擦り上げられた。私は突然放り込まれた激しい快感の渦に呑み込まれ、声も上げられないままに彼の下で軽い絶頂を味わう。ぬる、る、と一息に最奥まで穿った彼の怒張は、いつもよりさらに大きく充溢しているような気がして。

「ッ、あぁ、ん……ぅ」

「は……ッ、少し、性急に挿れてしまったが……大丈夫か？」

「ん、はい……」

「……ありがとう」

　髪を掻き上げて、甘やかに笑った彼がキスを一つ。そのまま滾った剛直を馴染ませるように揺さぶって、私の襞を微かに引っ掻いてみせる。襞は慣れ親しんだ逞しい幹にしゃぶりつき、表面を舐め啜るように蠢動した。生まれた快感が奥を蕩かしていって、腰が震える。挿入されているだけなのに、どうしてこんなにも気持ちいいのだろう、————

「っ、……悪い、もう動くぞ」

　がつん、と、思考を遮る衝撃が胎奥を貫いた。

　息を呑み込めない喉が震え、甘ったるい断末魔が響く。大きく一突きされたのだと気付く頃には、打たれたばかりの刀のような、灼熱の塊が猛然と私の媚肉を掻きむしっていた。

　私たちの行為は、大体がいわゆる『正常位』と呼ばれるような体位で行われる。でも今の私は足を丁寧に折り畳まれ、身体を半ばひっくり返されているような体勢で、彼の屹立を受け入れていた。膝裏を熱い手のひらにしっかりと押さえ込まれ、重い腰がこちらにぐっと体重をかけてくるのを甘受する。視界の端で、力の抜けきった爪先が揺れていた。

「ぁ、っう、んッ……！」

「はっ、ハ、ァ……っく、早織、」

　荒い、獣じみた呼吸音が雨のように降ってくる。骨盤ごとめちゃくちゃに揺さぶられるような律動。冬生さんの昂りが大きく育ち、硬度も熱さも増していくのがまざまざと感じられた。切っ先は深い泥濘へと沈み込み、その奥にある幼気な窄まりを口説くように捏ねる。その周りの張り出した笠は、浅瀬にある感じやすい箇所をしつこく掻いて、私に忘我の淫悦を与えてきた。一つ一つは果てには足りない快感だけれど、降り積もっていったそれは、徐々に私のお腹の奥で明確な存在感を放ち始めて。

「ッ……本当に、お前のここは……堪らない、な」

「～～……ッ！　ぁ、っもう、私……！」

「イきそう……か？　ッなら、もう少し……、っ！」

「や、ぁああ……っ！」

　また一段とスピードを速めた抽挿に、私は身体を大きく跳ねさせて咽び泣く。腰が痙攣し、媚肉が奥へ奥へ引き込むように波打っていった。自我さえも蕩かしていくような快感が恐ろしくて、冬生さんの身体にしがみ付きたいのに、しがみ付けば怒張はさらに奥まで穿ってきてしまう。本末転倒だということは分かっているのに、どうしようもないのが自分でも憐れだった。

　冬生さんは、ほとんど上から腰を叩きつけるようなピストンで蜜壺を蹂躙している。もうはちきれそうなほどに昂った楔に唆され、私の中も絶頂に至る準備を整えていってしまって、————

「っ、すきだ、……愛している」

「ッ……は、ぁ、冬生さ、」

「早織……お前は？」

　え、という呟きは、喘ぎ声に紛れて冬生さんには届かない。

　キスをするには少し遠いところから、彼は私を真っ直ぐに見下ろしていた。瞳は青い炎を灯し、ゆらゆらと揺らめいているかのようで。

「お前は、俺を……、ッ」

　揺らぐ瞳、————それが微かな不安を内包していると気付いた瞬間、私の唇は先ほど気が付いたばかりの感情を、ひどく素直に打ち明けてみせた。

「好きです、……冬生さん」

「ッ……！」

　その瞬間、浅瀬の弱点から最奥までを一息に穿ち抜かれて、全身を激しい電流が駆け抜けた。

　ばちん、と肌が打ち合う音と摩擦熱で焼けただれる襞。じわりと染み入ってくる快感が飽和して、弾けて、溢れる。お腹の奥から始まった融解が全身へと広がって、自分の形も保てずにとろとろと蕩けていく。

「あ、ぁあ……」

　これ、中でイッちゃって、る。

　何の添削もできないままの感想が脳裏に浮かぶ。勢いよく突き上げられたというのに、おかしくなってしまいそうなほどに甘ったるく、ゆっくりとした絶頂感。これが中で果てる気持ちよさなのだと、教え込まれるかのようだった。

　隙間なく触れ合う結合部が視界に映り込み、視覚からも私に悦を知らしめる。押し付けられた男らしい腰が痙攣して、迸る飛沫を私の中にまぶしていく、感覚。仰け反って快感を逃がしたいのに、折り畳まれた身体はぴくりとも動かせなくて、私は冬生さんから与えられる全てを従順に飲み込んだ。

「あっ、ぁ、んん……っなか、出て……」

「ッう、……ああ、出してる……」

　ぐ、ぐうっと奥に押し付けられる切っ先。溢れた白濁を塗りたくるように腰を回され、蜜口の淵が擦れる。本能的なその動きが何よりも淫猥に感じて、ぞくぞくと尾骶骨がうずついた。

　冬生さんの鼻先が、私のそれへと擦りつけられる。つられて視線を上げると、彼はどろどろの甘露のような瞳で私を見つめ、熱のこもった声音で囁いた。

「お前は、俺を煽る術をよく心得ているな……あのタイミングで『好き』と言われては、堪えられない」

「ぁ……だ、って、冬生さんにばっかり、言わせて……」

　重く甘い、後を引く絶頂の余韻で頭がふわふわとする。膝裏を押さえていた手がどけられ、丁寧な手つきで楽な位置へと戻された。屈折で余計に締まっていた隘路が緩み、ようやく呼吸がしやすくなる。

「ああ、悪い……苦しかったな。つい、夢中になって……」

「ん、大丈夫です……」

「ッは……そうか？　それなら、いいんだが……」

　ざらついて掠れた呼吸を繰り返す冬生さんが、ひときわ大きく息をついて髪を勢いよく掻き上げる。彫刻のように整ったかんばせが、快楽で雄くさく歪んでいるのが見えて、正直な身体がきゅんとひくついた。

「……あまり可愛いことをされると、一度で終われなくなるぞ」

　まだ硬度を保ったままの剛直が熟れた襞に扱かれて、その大きさまでも取り戻していく。私が何か言い訳をする前に腰が揺らめき始め、奥の蜜だまりと白濁を混ぜるかのように掻き回す。もったりと重い水音がお腹の奥から聞こえてきて、剥き出しの肩まで羞恥で赤く染まっていくのが分かった。

「一度で、終わらなかったら……？」

「お前のここが……俺でもっと汚されることになるな」

「ッあ、ぁ……」

「試してみるか……？」

　あけすけで淫猥な言い方が、余韻に浸っている私の身体から興奮を引きずり出す。「ん？」と答えを促すように最奥を優しくノックされ続け、五分もするころには、私は再びとろとろの顔をして何度も頷く羽目になっていた。

「……いい子だ」

　くるりと身体をひっくり返され、力の入らない四肢をベッドに付かされる。四つん這いで、腰だけを高く掲げるような格好。硬い筋肉に覆われた身体が背中にべったりと触れて、うなじに甘く歯を立てられた。

「ぅ、ぅうん……ッ！」

「ッ……この体勢だと、より深くまで入るだろう」

　苛烈な笑みの気配を宿した吐息が、うなじから鎖骨へと伝い落ちていく。歯型の上からきつく吸い付かれる感触があって、キスマークを残されたのだと頭の片隅で理解した。

「はッ、ァ……ここも全て、俺に明け渡してくれ……！」

　先ほどの激しい律動とは違う、奥へ念押しするような腰遣い。腰を掴まれると、その指先がちょうど骨盤の内側をぐっと押し込む。これから再び彼の色で染め上げられる場所を意識させられて、頭の天辺から爪先まで鮮やかな快感に彩られた。

　これが中での絶頂に至るまでの通過点だと、私はもう知ってしまっていた。熱くぬるついた淫液を攪拌される感覚に、一度遠のいていた果てがすぐそこまで舞い戻ってくる。堪らない切なさに追いやられ、先ほども上った頂きへの階段を二段飛ばしで駆け上がっていって、————

「早織、」

　ぞっとするほどに甘い声が、私の名前を呼ぶ。

　脳髄が痺れ、蕩けそうな二度目の絶頂がじわりじわりと私を包み込む。

「俺の子を、いつか孕んでくれ」

　その懇願と共に吐き出された二度目の熱が、私の意識までも白く灼いてみせた。

「ッ、……～～っ！」

　声も出せないほどの快感に、全身がきつくしなる。そのまま一瞬記憶が飛んで、気付いたときには彼の昂りは既に抜き去られていた。

　じんじんと火照り、疼きを残す隘路は、彼の形に開いたままだ。そこから二人分の淫液が流れ出てくる。冬生さんの指が、それを掻き出す手助けをしてくれた。

「冬生、さん……？」

「戻ってきたか？」

　ふっと微笑む冬生さんは、その表情に劣情の余韻こそ残しているものの、もういつもの彼に戻っていた。コップに注がれた水を呷り、それを私に口移しで飲ませてくれる。そのまま当たり前のように始まったキスは、法悦の中に取り残された私を、ゆっくりゆっくりと宥めてくれるかのようで。

「……無理をさせて悪かった。お前が好きだと言ってくれたのが嬉しくて、箍が外れた」

　ちゅう、と水気の多いキスがほどかれ、少し照れたような、恥じるような声音で冬生さんが囁く。透き通るような白さを持つ頬が一刷毛赤く染まっていることに気が付いて、私は思わず目を瞬いた。

「……何か言ってくれないか」

「えっ、す、すみません……なんだか、」

　好きだなあ、と思って。

　まだ余韻のせいでふわふわとしていた唇が紡いだ言葉に、冬生さんは今度こそ口元を手で覆った。









４　二人と一人になりましょう








「ただいま戻りました」

　ドアを開けながら、私は廊下の奥へとそう声をかけた。しっかりとした足音がこちらへと向かってきて、ややあってリビングから冬生さんが顔を出してくれる。彼は私の前に佇むと、いつものように手の甲へとキスを落としてくれて。

「おかえり。荷物は貰おう」

「あっ……ありがとうございます」

　未だに冬生さんのこういうお姫様扱いには慣れないな、————思わず苦笑めいたものを零しながら、私は靴を脱いで家へと上がった。私の手から離れた荷物が、冬生さんによって一足先にリビングへと運ばれていく。ふわりと鼻先を掠める味噌汁の香りに、後を追いかける足がほんの少し鈍った。

「確か、前の職場の同僚と会っていたんだったか」

「はい。特に良くしていただいた先輩です。心配してくださってたみたいで……」

　冬生さんとの結婚生活も約二ヶ月半が経過し、私もようやく新しい生活様式に慣れてきた。一ヶ月目は外出先といえばスーパーやデパートぐらいだったけれど、最近は数少ない『友人』とも呼べるような人と会う余裕もでてきて、毎日が充実してきた感じがする。

　今日私をお茶に誘ってくれたのは、結婚前に勤めていた職場の先輩だった。担当する部署が離れていたから仕事で関わることはなかったけれど、本の趣味が合って仲良くしてくれていた人だ。彼女は私が宇津美家の人間ということは知らないけれど、家の関係でほとんど知らない人と結婚するという話だけはしてあって、辞めるときも『絶対幸せになってね』と心配そうに送り出してくれたのをよく覚えている。

「まあ……恋人もいなかったのにいきなり寿退社ともなれば、心配して然るべきだろうな」

「そうですね……」

　こういう結婚の仕方は、私や冬生さんが見ている世界ではままあることだけれど、馴染みがない人からすれば信じられないものだろう。

　リビングに足を踏み入れると、既にキッチンからは夕食の香りが漂ってきていた。出かける前に大体の仕込みを終わらせていったのを、冬生さんが引き継いで完成させておいてくれたのだろう。

　せっかくのお休みなのに申し訳ない気もするけれど、この二ヶ月で彼に甘えることも覚えた私は、謝罪の代わりに「ありがとうございます」と彼の袖を引っ張った。冬生さんは無表情にも見える顔をほんの少し緩めて、私の頭をくしゃりと撫でる。

「これぐらいは何ということもない。今日は楽しめたか？」

「はい。久しぶりにゆっくりお話しできましたし……それに、」

　先ほどの先輩とのお茶の間で、彼女は私を見て何度も『幸せそうな顔をしてる』と言ってくれた。会社にいた頃、————血の繋がった家族と暮らしていた頃よりも余程幸せそうで、満ち足りた顔をしていると。

　それに気付けただけでも、今日先輩とお話しした甲斐があったと思う。もちろん彼女とする最近おすすめの本の話も、彼女の恋愛話も、何もかもが楽しくて幸福な時間だったけれど。

「それに？」

「結婚した相手が冬生さんでよかったな、と思いました」

「……今の話からどうしてそこに繋がるんだ」

「内緒です」

　キッチンのシンクで手を洗いながら、小さく微笑む。こういう軽口を叩けるようになったのも、先輩の言うところの『幸せな顔』の効果なのかもしれない。愛されているという実感があるから、少しぐらい寄り掛かっても許してもらえるという信頼があるから、こんなふうに甘えることができるのだ。

　私を『幸せな顔』にしてくれたのは、間違いなく冬生さんだから、————やっぱり、貴方でよかった。

　胸の内でそう呟いて、私は夕食の仕上げに取り掛かった。仕上げといってもあとは少し温め直してお皿に盛り付けるだけの段階だ。冬生さんも手伝ってくれたお陰で、五分も経たないうちにダイニングテーブルの上に料理が揃う。

　でも、————

「……」

「早織？　どうした」

「あ、いえ……」

　今日の夕食はいつもの和食メインの家庭料理で、特におかしなところはない。そのはずなのに、やけに煮込んだ野菜や肉の香りが鼻についた。玄関で味噌汁の香りを嗅いだときと同じように、何となく胃の辺りが重たくなっていく。

　なんでだろう、先輩と一緒に食べたケーキがまだ残ってるのかな。

　喉がきゅっと締まり、横隔膜が震える感覚。それらに違和感を覚えつつも、私は冬生さんの対面に腰を下ろした。

「じゃあ、いただきます」

「いただきます」

　二人で手を合わせて、そろりと箸を持つ。ぐるぐると胃の腑に渦巻く不快感に目を瞑り、煮物を口に運ぼうとして、————ぐっと、喉を何かがせり上がるのが分かった。

「う……」

　口を手で押さえた拍子に、がしゃんとお皿が音を立てる。箸と煮物が床に転がったのが視界の端に映ったけれど、それを取りに行ける気はしなかった。椅子の上で身体を丸めて、せり上がったものが溢れないように堪えることしかできない。

「早織！」

「……あ、」

「早織、……っどうした」

　焦ったような冬生さんの声が、どこか遠い。慌ただしく立ち上がるような音がしたかと思えば、まるで壊れ物に触れるような手つきで背中を擦られる。「大丈夫か、具合が悪いのか」という焦りの滲む言葉に返事ができず、小さく呻く私に、彼は何かを察してくれたようだった。

「……一瞬だけ我慢しろ」

「はい……っう、」

「返事はしなくていい。そのまま寄り掛かっていてくれ」

　縮こまっていた身体の下へと手が差し入れられ、そのまま素早く抱え上げられる。一瞬の浮遊感に耐え、冬生さんの肩口に寄り掛かっていると、気付いたときにはトイレの前へと下ろされていた。生理的な涙で滲む視界に、硬い表情をした冬生さんの顔が映り込む。

「水を持ってくる。すぐに戻るから」

「ん……」

「我慢はしなくていい。大丈夫だからな」

「は、い……っ」

　きっと、見られたくないという私の気持ちを汲んでくれたのだろう。冬生さんがリビングへと引き返していく気配がする。私は噛みしめていた唇をようやく解放して、ぐったりと壁にもたれかかった。

　この急激な吐き気が風邪や体調不良なら、それはそれで構わない。でも、脳裏にカレンダーを浮かべて考えてみれば、もしかしたらという思いもある。

　不安とも期待ともつかない感情が芽生えては、吐き気に押し流されて消えていく。ひとまずこれを収めないと、まともに考えることもできなそうだ。

　私は慌ただしくこちらへ向かってくる冬生さんの足音を聞きながら、あの人がこんなにも焦ったところは初めて見たな、と思った。
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「検査の結果ですが……おめでとうございます。妊娠されてますね」

　にっこりと笑う優しそうな先生の言葉に、私は無意識に自分のお腹に手を宛がう。隣に座っていた冬生さんが息を呑むのが分かって、自分の中で心臓の音がどくんと大きく反響した。

　吐き気が収まったところで、そのまま土日も二十四時間対応している産婦人科に運ばれたのは、冬生さんもこの可能性に気付いていたからだろう。冬生さんは私より私の身体に詳しいところがある、から。

　温かみのあるクリーム色の内装の診察室で、ぼんやりしているうちに先生の説明がどんどん進んでいく。冬生さんが何事か相槌や返事をしてくれているのは分かるけれど、私の頭の中は『妊娠』という四音と『冬生さんは喜んでくれているのだろうか』という疑問で埋め尽くされて、それ以外の情報が上手く入ってこない。

「エコー写真も見てみましょうか。これ……ここ、分かりますか？」

「はい。……早織、分かるか？」

「え、あ……」

「ふふ、奥様びっくりしちゃいましたかね。一度、待合室に戻られますか？」

「い、いえ！　大丈夫です」

　冬生さんと先生、両方から顔を覗き込まれて、私はようやく我に返る。先生の前のディスプレイに映し出された白黒の写真に目を遣れば、先生の指が、黒く写る空洞部分を指差していた。

「これが……？」

「はい、緒方さんの赤ちゃんです。といっても、今は胎嚢と言われる部分しか見えないので、正確には違うんですが……」

　てきぱきと説明してくれた先生によれば、今は五週目ぐらい。ちょうど、私が初めて『好きです』と冬生さんに伝えたのがそれぐらいの時期だ。きっと、あの夜にできた子どもだろう。冬生さんも同じことに思い至ったのか、私たちは顔を見合わせて小さく笑ってしまった。

　ああ、————冬生さん、喜んでくれてるんだな。

　彼の表情があんまりにも甘くて、幸せそうで、不安になる暇すらもない。私も、私の中に宿った命も丸ごと愛されているのだと、思い知らされるような心地だった。

　目頭の辺りが熱くなるのを感じながら、もう一度お腹を擦る。まだぺったりとしていて、いつも通りの私のお腹。

　————この下に私と冬生さんの子どもが、新しい家族がいるのだ。

　その衝撃が胸にすとんと落ちてくる。

　『家族』という形を築けるかずっと不安だったけれど、少なくとも私も冬生さんも、この小さな生命の誕生を喜んでいるのだと思うと嬉しかった。

「来週か、再来週にでもなれば、小さい小さい赤ちゃんの芽が見えると思います。来週もエコーを取ってみましょうね」

「はい……」

「来週は奥様だけでいらっしゃいますか？」

「あ、ええと……」

「いえ、俺も付き添います」

　間髪入れずに答えた冬生さんを見て、先生が眩しそうに目を細める。

「では予約は休日がよさそうですね。受付でそう伝えていただけますか？」

「分かりました。ありがとうございます」

　夢のような感覚からまだ目覚められない私の代わりに、冬生さんがエコー写真を受け取る。そのまま診察室を後にすると、くしゃりという微かに紙がよれる音がして。

「……子ども、か」

　ぽつりと頭上から降ってきた冬生さんの呟きは、万感に満ちていた。

　皺が寄ってしまいそうなエコー写真を、そっと彼の手から引き抜けば、自由になった両手が私のお腹へと優しく添えられる。

　優しい青混じりの瞳が、弧を描くようにたわんだ。

「ここに、いるんだな」

「そうみたいです。……不思議ですね」

「……少し前に、お前とまだ二人でいいかもしれないと言っただろう」

　冬生さんの言葉には、確かに既視感がある。子どもを作るためだけに結婚したんでしょう、とぐずる私を宥めるために言ってくれた言葉だ。

「その気持ちも、もちろん嘘ではない。だがこうして、三人目の家族ができると……嬉しい、ものだな」

「はい……」

「ありがとう、早織」

「はい……っ」

　今までで一番優しく身体を引き寄せられて、包み込むように抱擁された。既にお腹に気を遣っているのだと分かって、私は思わず笑いそうになってしまう。出そうになっていた涙は、いつの間にか引っ込んでしまっていた。

「大丈夫ですよ、冬生さん。そんなに簡単に私も赤ちゃんも壊れませんから」

「……分からないだろう。お前の身体は柔いし、細い。振動が子どもにも伝わりそうだ」

「そんなことないのに……」

「とにかく、妊娠が分かった以上は大人しくしていてくれ。ほら、座っていろ」

　ほんの少し唇の端を下げた冬生さんが、私を椅子に座らせて受付に向かう。次回の予約をしてくれるつもりなのだろう。

　至れり尽くせりだなあ、なんて呑気に考えていたこのときの私は、ここから始まる冬生さんの過保護ぶりなど、知る由もないのだった。
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　素足でいると、冷えるからと靴下を手ずから履かされる。

　家の中の些細な移動でも、抱え上げられ運ばれる。

　匂いのきつい料理は、絶対に作らせてもらえない。

　重たいものも運ばせてもらえない。

　買い物は必ず二人で、休日に一週間分を纏めて行うと約束させられる。

　人と遊ぶような外出も、制限こそされないものの心配される。

　————エトセトラ、エトセトラ。

「冬生さん……」

「どうした」

　『どうした』は私の台詞です。

　毎日少しずつ寝物語として語ってきた『千夜一夜物語』が、ちょうど終わりを告げたこの日。私は読み終えたその本を閉じてベッドサイドに置くと、隣に横たわる冬生さんに向き直った。

　先ほど挙げた様々な項目は、妊娠が発覚した日から実際にあった冬生さんの振る舞いの一部だ。一つ一つは『気遣い』の範囲と言えばそうだろうけれど、これだけ積み重なれば『過保護』と言わざるを得ないだろう。

　私は趣味も読書で根っからのインドア派の人間だから、買い出しの回数を減らされること自体は苦にもならないけれど、明らかに運動が不足しているのは少し気になる。産婦人科の先生にも『適度に散歩などの運動はしてくださいね』と言われているし。

　それに何より、冬生さんがここまで過保護になってしまっていること自体が、私は心配だった。だからこそ、今日きちんと話し合おうと覚悟したのだ。

　ベッドの上に正座をして、冬生さんの切れ長の目をしっかりと覗き込む。『結婚したばかりの頃はこの目が少し怖かったな』なんて、感慨が横滑りした。

「最近、ちょっと心配されすぎている気がするというか……冬生さん、やっぱり私のこと、吹けば飛ぶぐらいか弱いと思ってませんか？」

「……」

　冬生さんが真顔のまま、ふい、と顔を逸らす。

　これはたぶん、自覚があるときの反応だ。

「冬生さん、冬生さんってば」

「……聞いている」

「赤ちゃんは無事に心音も確認できたし、元気です。私も最近はつわりも落ち着いてきましたし、そんなに心配しなくてもいいんですよ」

「はあ……いや、それは分かっているんだが……」

　珍しく歯切れの悪い言葉で口火を切った冬生さんは、私の腕をそっと引く。そのまま彼の腕の中に収まる形になって、つむじの辺りに柔くキスが落とされて、———

「……昔、お前はどちらかというとお転婆なほうだっただろう」

「え、」

「だから心配なんだ」

　思いもよらない言葉に、思考が停止した。

　目を瞬く私は、きっと今間抜けな顔をしているだろう。冬生さんはこちらを見遣って少し口元を緩めると、触れるだけの甘いキスを私にくれた。

「最近は特に、昔のように明るい笑顔も増えてきた。お転婆に戻ったお前が怪我をするんじゃないかと、気が気でないんだ」

「えっ、え、あの、」

「結婚してすぐの頃は大人しくて心配だったが……あの頃はまだ俺に慣れていなかったんだろう？　どちらの早織も、可愛らしいことには変わりないが」

「ちょっと待ってください、昔の私って……」

「……そうだな。お前は覚えていないだろうと思った」

　ふ、と微笑んだ彼は、じっとこちらを見つめてくる。彼の青混じりの瞳に、混乱しているような表情の私が映り込んでいた。

「お前がまだ小さい頃、いくつかの家が集まった交流会で会ったことがある。お前は本を読んでいたかと思えば、次の瞬間には木に登ったり、噴水に足を突っ込んだりしていただろう」

「……」

　今度は私が無言で顔を逸らす番だった。

　確かに、本当に小さい頃の私は、まだ両親から愛情の格差を付けられることもなく、子どもらしく快活に育っていたような気がする。特に私の数倍快活だった双子の妹の影響はすさまじかった。私は彼女と違って本も好きだけど、彼女と同じように探検も大好きという、令嬢にあるまじきお転婆ぶりを発揮していたはずだ。

　ああ、すっかり忘れていたのに思い出してきてしまった、————今の私からすれば、特大級の黒歴史だというのに。

「会うたびに、細い手足に小さな切り傷をこさえていた印象が強くてな……それでつい、過保護になってしまうらしい。悪い、今後はある程度改める」

「あ、ありがとうございます……ついでに、その頃の私のことを忘れていただくことは……」

「それは無理だ。俺はあの頃のお前に救われたからな」

「え？」

　頬に触れる手が、ひどく温かい。逸らしていた顔をゆっくりと正面に戻され、額や鼻先に唇が押し当てられる。そのまま頬や目元、唇にもたくさんキスを浴びせられて、くすぐったさから私はつい笑ってしまった。

「ん、ゃ……なに、冬生さん？」

「俺の顔は昔から、あまり表情が変わらない。……変わった目の色やきつい物言いも相まって、遠巻きにされたり、心ない言葉をぶつけられたりすることが多かった。お前の妹も、俺のことは怖がっていたしな」

　砂糖を一匙、二匙と溶かしたような眼差し。

　空気が甘ったるさを増して、呼吸がしづらくなったような気さえした。そんなふうに、露骨に愛しいものを見るような顔をしないでほしい。どきどきして、心臓がひっくり返ってしまいそうになるから。

「だが、お前はよく俺に話しかけてくれた。この目も……『冬の夜の空みたいで大好きだよ』と」

「あ……」

　私の記憶の中では、初めて冬生さんを見た場所は彼の会社だった。そこでも確かに私は、彼の瞳を見て、————『冬の夜空みたい』と感じたのだ。

　記憶がなくとも、彼の中にいる幼い『宇津美早織』は間違いなく私なのだと思い知らされ、ぐっと心音が早まっていく。

「歳も離れていたし、数ヶ月に一度会うだけの関係だ。友人とは呼べなかったかもしれないが、俺はあの頃の宇津美早織を大切に思っていた。……まさか、取引先の会社で見かけるとは思わなかったが」

「……気付いてたんですか？」

「ああ。早織を大切な人だと思ったのはずっと昔だが、それが愛だと気付いたのは会社で見かけたときだ。遠目から見ても、頑張っているのが分かって……その姿がどうしようもなくいじらしくて、愛おしかった」

「冬生、さ……」

「俺が大事にしたいと思ったから、結婚するならお前がいいと望んだ」

「えっ……？」

　真摯な言葉と瞳が、私の胸の中心を貫く。あんまりにも真っ直ぐに貫かれたせいで、痛みにも似た衝撃が全身を駆け巡り、私は震える声で尋ねた。

「妹と、どっちでもよかったんじゃ……」

「いや、俺ははっきりと『宇津美早織』がいいと宇津美家にも伝えた」

　妹と私とが天秤にかけられて、要らないほうが父によって差し出されたのだと思っていた。

　でも、そうじゃなかった。父の思惑はもちろん確かめないと分からないけれど、もしかしたら、そんなに悲観的にならなくてもいいことだったのかもしれない。

　だって少なくとも、————私は冬生さんに望まれて、この場所にきたんだ。

「っ……」

「早織？」

「私……冬生さんが、好きです。大好き……」

　今までの人生、丸ごと全て愛してくれているこの人となら、ずっと一緒に生きていける。このお腹に宿った子と、三人で新しい『家族』になれる。そんな明確な予感に、私の目からは涙がはらはらと零れ落ちてしまった。

　きっと冬生さんは、私がどうして泣いているかは分からないだろう。それでも彼は優しい指先で一粒一粒涙を拭い、私の温かい幸福に寄り添ってくれていた。

「……泣いてしまえ。俺の前では我慢しなくていいから」

　囁くようにそう言った冬生さんが、くっ付けるだけの幼気なキスをくれる。

　世界で一番優しいキスに、私は泣きながら笑ってしまったのだった。






５　家族になりましょう








　妊娠してから五ヶ月ほど、結婚してから約半年が経った頃。

　私は少し前から妊娠中期に入っており、体調が安定し、身体つきがふっくらとしてきていた。お腹が少し前に出始めているものの、ゆったりした服を着ていれば『もしかして』と思われるぐらいのサイズだから、まだまだこれからなのだろう。

　冬生さんの過保護ぶりは宣言通り一旦落ち着き、体調がいい日なら買い出しも兼ねての散歩や、友達との食事も許容してくれるようになっていた。一応、友達との食事は元々制限されていなかったけれど。

　そんなある日、————彼によって連れ出された私は、郊外にある小さなチャペルを前にしていた。

「ここは……？」

「入れば分かる」

　私の腰を支え、完璧なエスコートぶりを発揮している冬生さんは、首を傾げる私に口角を上げる。ほんの少し悪戯っぽい笑みは、冬生さんがかなりご機嫌である証だ。

　彼に連れられてチャペルへと足を踏み入れる。『もしかして』という考えは一つあるものの、あまり期待すると外れたときが怖い。考えないようにしようと心に決めて歩を進めると、スタッフらしい女性が声をかけてくれた。

「緒方様ですね。お待ちしておりました」

「今日はよろしく頼む」

「はい！　それでは奥様はこちらに」

「え、ええと……」

　ぽかんとしている間に冬生さんと引き離され、更衣室のような場所に連れていかれる。そして、その部屋の壁一面に並ぶ白いドレスに、私は自分の『もしかして』が勘違いではないのだと理解した。

「あの、今日って……」

「マタニティウェディングを二人だけで、というプランと伺っております。……もしかして、今日はサプライズだったんですか？」

「はい……ここに来るまで、全然知りませんでした」

　スタッフさんにそう返しながら、私は何も嵌まっていない左手の薬指を撫でた。

　私たちの結婚は急に決まったこともあり、結婚式よりも入籍が先だった。そのままなし崩し的に夫婦生活が始まり、きちんとタイミングを見て結婚式を……と言っていたところで、私の妊娠が発覚。結局、式も指輪もないまま、今日まで過ごしてきたのだ。それが寂しくなかったかと言えば、嘘になる。

　冬生さんは忙しいし、子どもができてしまった以上、体力的にも体裁的にも両家を集めてするような大々的な式は難しい、————そう思っていたのに。

「……すごく、嬉しいです」

「良かったですね……！　素敵な式になるよう、私たちも全力でサポートさせていただきますので！」

　にっこりと笑ったスタッフさんが「ではまずはドレスを決めましょうか」と壁際に並ぶドレスを手で示す。お腹を締め付けない、それでいて可愛らしいデザインの純白のドレスたちを見て、心が踊ると同時に、冬生さんへの感謝と愛情が胸を満たした。
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　繊細なレース地が豪奢で、お腹を締め付けないデザインなのにラインが美しく出る、純白のウェディングドレス。それを纏って、しっかりとヘアセットとメイクを施された私は、たぶん自分史上最高の出来上がりだった。

　するするとした、まるで柔らかな水のような手触りのスカートが床へと垂れ落ち、控えめに出されたデコルテにはひんやりとしたペンダントトップが触れる。どきどきして、そわそわして、少しも落ち着けないまま、私はチャペルの奥へと移動する。

　これを見たら、冬生さんはなんて言うだろう。

　喜んでくれるだろうか、綺麗だと言ってくれるだろうか。贅沢だとは思っていても、自分の出来栄えに興奮してしまって、浮かれた思考が頭から離れていってくれない。

　そんな夢見心地のまま大きなドアの前までくると、スタッフさんが立ち止まり、私にブーケを手渡してくれた。

「今回は完全にお二人でということでしたので、スタッフもチャペル内には立ち入りません。お写真撮影に進むというタイミングでお声がけください。チャペル内と、外にある庭園での撮影を予定しております」

「分かりました」

「新郎の方は既に中でお待ちです。……開けますが、よろしいですか？」

「は、はい……！」

　緊張の滲む私の返事を受けて、スタッフさんがドアを押し開ける。

　正面から真っ直ぐに差し込む日の光、————その中で、純白のスーツに身を包んだ冬生さんが、こちらを振り返っているのが見えた。

　身体にぴったりとフィットしたタキシードは寸分の狂いもなく、何もかもが完璧だった。朝はやや緩めにセットされ、夜は洗いざらしで無造作感を醸し出している冬生さんの髪が、いつもよりきっちりとセットされているのに、ついついきゅんときてしまう。

　私の旦那様、なんて格好いいんだろう。

「……早織」

　蕩けるような声が私を呼び、緊張で固まっていた足が誘われるように動く。バージンロードと呼ばれるラインをもどかしい思いで進み、私はそのまま冬生さんの腕の中に飛び込んだ。

「っ……お前はまた、危ないだろう」

「ごめんなさい。嬉しくて……早く、冬生さんに会いたかったんです」

　心配しつつも難なく私を抱きとめた冬生さんが、私の両肩に手を添える。その視線が頭から足の爪先まで伝い下りていき、またゆっくりと顔へと戻ってきて、指の背で頬を優しくくすぐられた。

「綺麗だ。……世界で、一番」

「ありがとうございます。冬生さんも……格好いいです、タキシード」

「そうか？」

　彼のかんばせに甘やかすような笑みが浮かぶ。タキシードと合わさって、文句なしの格好良さだった。緊張と期待で早鐘を打っていた心臓が、ときめきで甘い疼きを訴え始めてしまう。私は照れを誤魔化すように、両手で持っていたブーケを顔の前に掲げた。

「……隠さないでくれ」

「無理です……格好良くて……」

「あまり可愛いことをされると、誓いのキスの前に口付けたくなるんだが」

　笑みを深めた冬生さんが、私からブーケを取り上げて壇上に置く。代わりに手に取ったのは、小さなベルベットのリングケース。上品な青色のそれは、どこか彼の瞳の色に似ている気がした。

　冬生さんはそれを撫でながら、ぽつりと呟く。

「本当は、俺の家族も今日の式に参加したがってはいたんだが……」

「えっ、そうだったんですか？」

「あまり大勢が集まると、体力的にも精神的にも早織の負担になるだろう。産後落ち着いてから、改めて席を設けることにしてある。悪いな」

「いえ……！」

　私の家族の話が出ないということは、たぶんそういうことなのだろう。

　でも、それに対する悲しみよりも、緒方家の人たちが祝ってくれようとしたこと、そして冬生さんが私にたくさんの配慮をしてくれたことに対する嬉しさのほうが大きかった。胸がいっぱいになって、幸せで堪らなくなる感覚。多幸感というのは、きっとこういうことを言うのだろうと思った。

「結婚式、ずっとできたらいいなとは思ってたんです。……本当にありがとうございます」

「俺もここに指輪を嵌めてやりたいと、ずっと思っていたんだ。もう少し早い時期か、遅い時期にするかも迷ったんだが……一番大事なのはお前の体調だからな」

　五ヶ月目ともなるとつわりも一旦落ち着き、お腹もまだあまり大きくないから、立っているのも然程辛くない。この時期をきちんと選んでくれたのだと分かって、私の中の冬生さんへの想いが、また一回り大きくなるのを感じた。

　この人は、私をどこまで夢中にさせれば気が済むのだろう、————せり上がってくる感情の塊に、喉が震える。気を抜くと泣いてしまいそうで、私は少しだけ唇を噛んだ。

　そんな私の目の前で冬生さんがおもむろに跪く。低い位置から私を射抜く、真っ直ぐな瞳。どくんと跳ねた心臓が、そのまま脈動を停止したような錯覚。時まで止まってしまったかのような静寂の中、私の旦那様は厳かにその言葉を口にした。

「心は婚姻届を書いた時点で決まっていたが、改めてお前に誓おう」

　ケースを持つのとは反対の手が、私の左手を掬い上げる。

　そして、薬指の上にキスが落とされて、————

「俺はお前を一生愛していくと誓う。俺と、結婚してくれるか」

「っ、はい……」

　つっかえたような涙声が喉奥から零れ出る。格好の付かない返事でも、冬生さんは心の底から嬉しそうに、幸せそうに目を細めてくれた。

　立ち上がった彼と一緒に、互いの左手薬指に結婚指輪を嵌めていく。ひんやりとした指輪の感触がひどく尊いもののように思えて、せっかく堪えた涙がまた溢れそうになってしまう。

「写真を撮り終わるまで我慢な」

「っ、わ、分かってます……っ」

　揶揄するようにカーブした唇が、緩慢にこちらへと近付いてくる。

　軽く傾けられた鼻先が私の頬を掠めて、神聖にすら思える誓いのキスが贈られた。

「お前も、この子も、————俺に守らせてくれ」
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　ぺらりと、一枚ページを捲る。

「そして、男の子は……」

「……」

「……あの、冬生さん」

「どうした？」

「今日はあんまり眠くないですか……？」

　いつかもしたような会話に、私のお腹をゆったりと撫でていた冬生さんがこちらを見遣る。彼の代わりに、お腹の中の子がぽこんと私を蹴って返事をしてくれたのが分かった。

「ん……動いたな」

「そうですね……って、そうではなく……」

　妊娠七ヶ月を過ぎ、もうすぐ八ヶ月に差し掛かろうという頃。お腹ははっきりと妊娠が分かるほどに大きくなった。エコーでもはっきりと赤ちゃんの形が分かるようになり、性別も男の子だと判明している。冬生さんは『どちらでも嬉しいが、息子なら俺のいない間もお前を守ってもらえそうだな』と冗談なのか本気なのか分からないコメントをしていたけれど、その顔は本当に嬉しそうだったので、この子の誕生を楽しみにしてくれているのだろう。

　それはいいことなのだけれど、————最近、冬生さんの様子が少しおかしいのだ。

「今日は、というか……ここのところ眠れてないですよね？」

「それは……」

　読みかけの童話を閉じて、冬生さんに向き直った。彼は何とも言えない顔をしながらも、変わらず私のお腹を優しい手つきで擦ってくれている。

　仕事は今のところ落ち着いていて、結婚してすぐの頃のように残業が続いているわけでもない。それだけで疲れているという線が消えるわけではないけれど、顔を見る限りでは寝不足気味であること以外の不調はなさそうだった。だからこそ、冬生さんがあまり眠れていない理由がよく分からないのだけれど。

「冬生さんは、私の身体をいつも心配してくれますけど……私も同じように、冬生さんの身体が心配なんです。大切な人ですから」

「ああ……」

「だから何かあるなら話してほしいですし、私にできることがあるなら手伝わせてほしいんですけど……」

「……そう、だな」

　冬生さんがちらりと私の顔を覗き込み、しばし悩むように目を伏せる。長い睫毛が、間接照明に照らされて頬に影を落とす。私は彼の中で答えが出るのを待ちながら、ただ黙っているだけの光景すら画になるなんて、本当にこの人はずるいなと考えていた。

　そして、長考すること約五分。冬生さんが口にしたのは予想外の言葉だった。

「早織は何も悪くないんだが……いつも一緒に寝ていると、どうにも反応してしまうから」

「え……？」

「もうかれこれ七ヶ月だ。……妊娠中のお前に無理をさせるわけにはいかない。かといって自分で処理をするのでは味気ないせいか、何度しても満足できなくて、な」

「え、ええっ……」

　そういう話なんですか。

　ぽかんと口を開けてしまった私は、慌ててその唇を引き結ぶ。はしたないことを尋ねてしまったのではないかという羞恥が、じわりと私の頬を染めた。

　でも、考えてみれば確かにそうだ。冬生さんは男の人なんだから、そういう欲望はどんどん溜まっていくだろう。妊娠してからすっかり行為をしていなかったから、かれこれ七ヶ月、私は冬生さんを我慢させてしまっていたことになる。

　申し訳ないのが三分の一、恥ずかしいのが三分の一、————そして、私でないと満足できないのだと分かった嬉しさが三分の一。複雑な思いが胸の内側に渦巻いて、私は何を言っていいかも分からないまま、唇を小さく開閉する。

　そんな私の様子を見かねたのだろう。無表情にほんの少しばつの悪そうな色を乗せて、冬生さんはぐしゃりと自身の髪を掻き混ぜた。

「……悪い。聞かなかったことにしてくれ」

「待って……！」

　身体を横たえ直し、反対側を向いてしまう彼を慌てて引き留めたのは、ほとんど反射だった。突然腕を引いたせいか、冬生さんの身体はいとも簡単にこちらへと転がる。少し驚いたような顔の彼と視線が絡んで、私は脳内で添削する前の言葉を吐き出してしまった。

「私が、その……手とか口とかでするのは、どうでしょうか……？」

「は、」

　あんまりな言葉に、今度は冬生さんが呆ける番だった。

　今更のようにかつてないほどの羞恥がこみ上げてくるけれど、一度口にした言葉はなかったことにはならない。それに恥ずかしさこそあれど、私が冬生さんに『してあげたい』と思っているのは、紛れもない事実だ。

　だから、撤回はしない。そう覚悟を決めて冬生さんを見据える私に、彼は眉間に深々と皺を刻んでみせた。

「いや、駄目だ。お前にそんなことはさせられない」

「でも、冬生さんはいつも私をたくさん気持ちよくしてくれてたじゃないですか」

「……そもそも、したことがあるのか？　あると言われたら、俺はその相手に決闘を申し込まなければならないんだが」

「あ、ありません！　でも……」

　上手く寝付けなくなるぐらい辛いのなら、やっぱり私がどうにかしたいと思うのだ。

　そのまましばし、互いに一歩も譲らない押し問答が続き、————そして二十分ほどが経過したところで、私の睡眠時間を心配した冬生さんが折れて決着となったのだった。

「いいか、嫌になったらすぐやめろ。気持ち悪くなった場合もだ」

「分かりました」

「……本当に分かってるか」

「もちろんです」

　にっこりと笑った私に、冬生さんが重々しい溜息を吐く。「お転婆が出ている……」という呻き声と共に、彼は腰を浮かせて下肢の服を取り払ってくれた。

　露わになった、黒のボクサーパンツ。ぴったりとした生地のそれを、緩やかに屹立が押し上げているのが見えて、どきんと心臓が跳ねる。

「あ……もう……」

「お前の香りに煽られると、いつもこうだ。……幻滅したか？」

「いえ……その、少し嬉しい、です」

　無性に、どきどきする。

　色素の薄い眦をほんのりと染めた彼の顔と下着の中心を順番に眺め、私はゆっくりと手を伸ばす。膨らんだ箇所に指先で触れると、生地の下でぴくりと昂りが震えるのが分かった。

　冬生さんに申告したように、私は自分で男性のものに触れたことはない。どう触れたらいいかはさっぱり分からないけれど、分からないなりに冬生さんの反応を見ながら、指先を動かしていった。

「ッ、あ……っく、」

「熱い、ですね……」

　はあ、と熱っぽい吐息が二人分、寝室中を満たして周囲の雰囲気を濃密に仕立てていく。

　私はしっかりとした質量を持つ屹立の根本らしき箇所を揉みながら、反対の手で裏筋を緩慢に擦った。徐々にはっきりと主張し始める段差の辺りも、爪の先で優しく引っ掻いてあげると、冬生さんの腰が微かに痙攣する。

　いつも私を余すところなく愛してくれる怒張は、既に先端から淫液を零し、黒い生地に小さく染みを作ってしまっている。あ、と惚けたような音が唇から漏れた。

「これ、もう脱がしたほうがいいですか……？」

「待て。自分で脱ぐ」

　ゴムの部分に指を引っかけながら窺うと、冬生さんがきっぱりと言って潔く下着を脱いだ。その態度に先ほどまでの躊躇いや戸惑いはなく、もう彼がこの行為を受け入れているのだと理解する。提案した私のほうが、まだ羞恥と戸惑いの中に取り残されているのが、なんだかおかしかった。

　露わになった屹立は、緩く反動をつけて腹筋の辺りまで反り返る。芯が通り、重そうな幹が持ち上がっているのがひどく淫靡に思えて、心臓の辺りが激しく掻き乱された。今まではあまり見せないようにと配慮されていたのだろう。こんなにもはっきりと彼の昂りを見るのは初めてだった。

　冬生さんがゆっくりと膝立ちになってくれると、その光景は一層はっきりと私の目に映る。血管の一筋までが晒された、雄々しいライン。いつも私を可愛がってくれていたものを前に、思わずこくりと喉が鳴った。

「触ります、ね」

「ああ……、ッは」

　ひたりと指の腹で触れた瞬間、火傷しそうなほどの熱が伝わってくる。一緒に興奮すらも伝わってくるような気がして、うなじがぴりっと痺れる感覚。

　そのまま緩慢に撫でるように触れていると、屹立はどんどん漲り充溢していった。手に余るほどの大きさに眩暈を覚える。だって、ほとんど技巧のない、拙く触れるだけの愛撫でここまで育ってしまうなんて。

「冬生、さ……」

「っは、ァ……ッう、ここまでしておいて、あまり……焦らす、な」

　色香にけぶる彼の夜空の瞳。ぎらぎらと苛烈に輝くそれが、私を唆す。

　明確に言葉にされなくとも、冬生さんがどんな刺激を望んでいるのかは、手に取るように分かった。私はまるで操られるかのように、邪魔な髪を耳へとかけながら、ゆっくりと彼の下腹部に顔を埋める。冬生さんが体勢を調節してくれているせいで、お腹は苦しくなかった。

「ッ、……！」

　唇でキスを捧げるように触れた瞬間、ちゅ、と愛らしい水音が立った。

　肉の下に内包されている熱がじんわりと唇へと移り、私を侵食していく。くらくらするほどの芳香に、隘路がじゅんと濡れる感覚がした。

「ふ、ぁ……ん、ちゅ……」

「ッそう、だ……そのまま、先のほうにもキスしてくれ」

「はい……、っん」

「手も、そこを……ん、上手いな」

　今までたくさん気持ちよくしてもらった分だけ、気持ちよくしてあげたい、————そんな思いから、彼の掠れた懇願に頷き、まろい先端に唇を押し当てる。とろりと零れる熱い淫液も、香りも、冬生さんのものだと思えば抵抗はなかった。指示通りに根本や裏筋をくすぐるように撫でながら、先端部分にまんべんなく唇と舌を這わせる。

　冬生さんはそれだけでも気持ちがいいのか、低く呻きながらも緩やかに腰を震わせていた。時折褒めるように頭を撫でてくれるのが嬉しくて、私の口淫にも徐々に熱が入っていく。その勢いのまま怒張を咥内に迎え入れようとしたところで、冬生さんからストップが入った。

「奥までは、咥えなくていい……充分気持ちがいいから」

「ッは、ぁ……っそう、ですか？　でも……」

「早織が苦しそうにしていたら、萎えるかもしれないぞ」

「それは、ちょっと困ります……ね」

「そうだろう？」

　くす、と目尻を下げて笑う冬生さんは、壮絶な色香を放っている。その一方で怒張はまだ少し余裕を残していそうで、私は思わず眉根を寄せた。正直、ここから口と手だけでこれ以上の快楽を与えて、果てさせてあげるのは少し難しい気がする。困ってそのまま硬直していると、冬生さんが私の口元から剛直を取り上げてしまった。

「あっ……」

「……そんな顔をするな。流石にここでやめろとは言わない」

　上体を起こした冬生さんが、私の身体を軽々と抱え上げて膝に乗せる。

「ただ触れ方を変えてもらおうと思っただけだ」

「触れ方ですか？」

　目を瞬く私に、冬生さんが提案したのはいわゆる『素股』だった。

　これなら中に挿れずに、二人で気持ちよくなれる、————その言葉に飛びつきそうになった瞬間、ある考えが脳裏を過って私の動きを止めてしまう。

「……」

「嫌だったか」

「いえ、違うんです……！　ただ、今の私はお世辞にも綺麗な身体というわけじゃないので……大丈夫かな、と思って」

　下を脱げば緩んだ太腿や、膨らんだ下腹部も露わになるだろう。それを見た冬生さんが、幻滅しないかがどうしても気になってしまったのだ。

　ふっくらとしてくびれがなくなったお腹も、母親になる身としては幸せだし、誇りでもある。でもそれと性的魅力が結びつくかどうかに関しては、さっぱり自信がなかった。

　私の甘ったれな主張に、冬生さんは微かに首を傾げてみせた。ふっと柔い笑みが唇に滲んで、仕方がないなとばかりの甘い声音が私の憂いを溶かしていく。

「そんなことを案じる必要はない。俺の子がいるからこそ、その姿になっているのだろう」

「っ、はい……」

「俺にとっては変わらずお前は魅力的だ。早織の全てが愛おしくて仕方がない……」

「っ……や、今、キスは……っ」

　彼のものを口で愛したばかりだというのに、深いキスであやされ、私は慌てて冬生さんの肩を押した。しかし、私の後頭部と腰をしっかりと抱いていた彼はびくともしなくて、そのままもっと深い場所を舌で掻き回されてしまって。

「ん、……ちゅ、は……っ大丈夫だ。このまま脱がすぞ」

　下の服をあえなく脱がされ、彼の腰を跨ぎ直した秘所に熱い楔が触れた。

「ぁ、あっ……！」

「ああ、少しは濡れている、な……」

　冬生さんは安心したような呟きを漏らし、私の腰を優しく抱え直す。一方の私は、お腹の重さを支えきれず、その逞しい怒張の上にべったりと座り込んでしまった。ぐずりと蕩け始めていた花唇や蜜口、そして微かに主張していた淫芽へと彼の熱がダイレクトに伝わる。私の唾液と淫液がまぶされた幹は、冬生さんが腰を揺らすたびに、滑りよく秘所全体を擦り上げてみせた。

　張り出した笠は凶悪で、会陰の辺りから敏感な淫芽までを厭らしく掻きむしっていく。淫芽は特に念入りに押し潰され、私に鮮烈な快感の味を思い出させた。

「んんっ……ぁ、ふ、ゆき、さ……」

「早織は動かなくていい。全部俺がしてやるから……な」

　ちゅ、ちゅう、と下唇を吸われながら、穏やかなペースで身体を揺さぶられる。幹の裏筋がぐしゃぐしゃに花唇を蹂躙し、溢れた蜜を纏っては私の弱点を的確に刺激していった。

　目の前にある冬生さんのかんばせは、ひどく苦しげだ。ぎりぎりまで溜め込んだ快感の放出を心待ちにしているかのような、獲物を前におあずけされているかのような、切なげとも取れる吐息を漏らしてみせる。

「ッはァ、く……っ！　くそ、擦るだけというのも辛いな」

「ぁ、っん……挿れたい、ですか……？」

「当たり前、だろう……っここに包んでもらえたら、どんなに幸せか……！」

「ッ……～～！」

　不意に激しく腰を突き上げられ、滑った先端がほんの少しだけ蜜口に嵌まり込む。

　刺激に飢えた襞が歓喜にわななき、背骨が蕩け落ちる感覚。しかし楔の先端はすぐに引き抜かれ、先ほどまでと同じように外側だけを愛撫し始めて。

「ぅ、んんッ……ぁ、なんで……」

「安定期だろうが、挿入してしまえば母体の負担になるのは間違いない。お前とこの子のために、も……ッ、は、俺の快楽を優先させるわけには、いかないだろう？」

　そう言ってぞろりと口角を吊り上げた冬生さんが、ラストスパートとばかりに腰を突き上げてくる。それでも私を揺さぶる動きはあくまで優しく、冬生さんの愛を思い知らされる心地だった。

　重い先端に何度も叩かれ、引っ掻かれた淫芯がびくびくと痙攣する。久しぶりの果てがもう随分と近くに見えて、私は冬生さんにしがみ付きながら甲高く喘いだ。

「ぁ、っああ、ン……ッ！」

「ッは……、っ綺麗だ、早織」

　愛しているよ。

　その言葉を合図に、悦楽に打ち震える小さな粒へと白濁がまぶされる。敏感なそこが溶かされてしまいそうな温度に、私は追いかけるようにして絶頂へと至った。

「は、……っあ、冬生さん……」

「ッ……、っう、はー……っ」

「気持ちよく、なれましたか……？」

「……ああ。お前は、気持ち悪くなったりはしていないか」

　頷いた私の額に、二回ほどキスが触れた。褒めそやされているような気分に、思わず頬が緩んでしまう。

　冬生さんは私の身体をベッドに横たえ、手早く自分と私の身体を清めた。服も丁寧に着せ直され、互いに少し汗ばんでいる以外は私が読み聞かせをする前の状態に戻る。熱くなった手のひらが、お腹を宥めるように撫でてくれた。

「もう、生まれるまではしないからな。許してくれ」

　目を細め、冬生さんがお腹の中の息子に許しを請う。その面白い光景に思わず笑ってしまえば、撫でる手つきがくすぐるようなものに変わった。

「許してくれると思うか？」

「許してくれると思います。きっと、冬生さんに似て優しい子だと思うので」

「俺としては、早織に似てほしいんだがな」

「本が好きなところは似てほしいかもしれませんね。小さい頃は無理かもしれないけど……いつか、『千夜一夜物語』は絶対に聞かせてあげたいので」

　二人で笑い合い、一緒にお腹へと視線を落とす。この中にいる私たちの息子は、どんな子に育つのだろうか。

「……どんな名前にしましょうか」

「そうだな……もしお前が許してくれるなら、夜空に関わる名前がいい」

　オレンジ色の照明の下で、冬の夜空を映す瞳が私を見つめる。

　ぽこん、とお腹が内側から蹴られる感触に、私は「賛成だそうです」と微笑んだ。
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　頭が真っ白になって、全身から力が抜ける。今にも意識を失ってしまいそうなほどの疲労感と、鈍く重い痛み。それでも視線だけは目の前に差し出された、小さな生命に釘付けになっていた。

　ちいさい。やわやわして、くしゃくしゃしてる、————生きて、いる。

「おめでとうございます、緒方さん！　元気な男の子ですよ」

「あり、がとう……ございます……！」

　力強い産声が部屋中に響き渡る。看護師さんが私の腕の中に赤ちゃんを抱かせてくれて、その小さくも温かい身体の感触に、止め処なく涙が溢れた。

　妊娠してから十ヶ月と少しが経った今日。私は無事に、男の子を出産することができた。

　途中で何度も『もう無理だ』と思ってしまった私を励まし続けてくれたのは、冬生さんだ。破水したところで連絡を入れたのが良かったのか、私が病院に辿り着いてから一時間もしないうちに駆けつけてくれて、そこからずっと手を握っていてくれたのだ。

　腕の中の赤ちゃんがむずむずと手を動かす。その先にいた冬生さんが、おそるおそる指先を伸ばし、その手に触れた。私が苦しんでいる間、ずっと硬かった表情がほろほろと崩れていく。

「……可愛い、な」

　色々な感情を詰め込んだ、震えた声音。

　冬生さんと結婚して約一年。初めて見る涙が、彼の目元に浮かんでいた。

「……本当にありがとう、早織。よく頑張った」

「冬生さんも……ずっと、付いていてくれてありがとうございます」

　優しく微笑んだ冬生さんが、私と息子を纏めて抱きしめてくれる。温かな腕の中で、私も新しい家族の手にそっと触れてみた。

「初めまして、星志」

　私と冬生さん、二人で決めた名前。彼からはもう既に『賛成』を貰っているはずなので、気に入ってくれるだろう。

「……顔が早織にそっくりだ」

「私には冬生さんにそっくりに見えますよ」

　私がずっと求めていたのは、きっとこれだったのだ。

　大切な人からの愛情と、自分が大切にしたいと思える家族、————どちらも手に入れてしまった私は、きっと世界で一番の幸せ者だ。

　心の底から、そう思った。






エピローグ








　星志が生まれて三ヶ月と少しが経った。

「そして、船は次の海に進み……」

　最近になって首が据わった息子くんは、どうにも元気いっぱいな部分が幼い頃の私に似てしまったらしい。起きているときは大抵じたじたと手足を動かし、手近にある玩具で楽しそうに遊んでいるから、はいはいができるようになったらきっと大変だ。

　でも、それも全部纏めて愛おしくて、私はページを捲る手を止め、腕の中の星志にそっと頬ずりをした。

「星志、お父さんまだかなあ」

「あー、ぅ」

　声を出して笑うことが多くなってきた星志は、私や冬生さんが話しかけると可愛らしく返事をしてくれる。こういうところはお腹の中にいる頃と変わらないんだなと思うと、余計に可愛らしくて、私はついつい相好を崩してしまう。

　夕飯は、朝に冬生さんが星志を見てくれている間に作ったから温めるだけ、洗濯も何とか取り込んだし、掃除も大半は終わっている。これなら多少星志と戯れていても平気だろう。

　ご機嫌な星志に話しかけたり、興味を示した玩具で一緒に遊んだりしていると時間はあっという間に過ぎ、時計の針が半周ほどしていた。そこで玄関のドアが音を立て、慣れ親しんだ足音がリビングに向かってくる。

「おかえりなさい」

「ああ。ただいま」

　足音の主は、会社から帰ってきた冬生さんだ。星志もお父さんが帰ってきたことが分かったのか、嬉しそうに手足を動かしてみせた。

　冬生さんは私たちのいるソファーの傍までやってくると、私に触れるだけのキスを落としてから、星志の頭を柔く撫でた。

「星志、いい子にしていたか？」

「うーう」

「……なんだって？」

「いい子にしてました、って」

　真顔で聞き返す冬生さんがおかしくて、私はくすくすと笑いながら星志の主張を代弁する。星志に握られた人差し指を揺らしていた冬生さんが、つられたように表情を緩めた。

「そうか。お母さんをちゃんと守ったか」

「うう」

「これは『当然だ』だな」

「そうだと思います」

　こうやって、お喋りな星志の言葉を想像するのが私たちの今のブームだ。これはこれで楽しいけれど、星志が自分で意志を伝えられるようになったら、もっと楽しくなるだろうという確信があった。

　現在にも未来にも楽しいこと、楽しみなことがたくさんある、————それがどれだけ幸せで、心を彩ることか、私は星志に会って初めて知ったのだ。

「早織も一日面倒を見て疲れただろう。代わるから夕飯前に少し休憩してくれ」

「え、でも……冬生さんもお疲れなんじゃ」

「問題ない。それに、父が写真を送れとうるさいからな。ついでに撮る」

「お義父さん、星志のこと大好きですね……」

「お前の妹も大概だろう。撮ったものを彼女にも送ってやるといい」

　自分の両親とは相変わらず何とも言えない距離を保っているけれど、冬生さんのご両親、————私の義理の父母と、それから伊織とは、星志が生まれてからかなり交流が増えた。特にお義父さんと伊織の星志好きはすさまじく、毎日のように新しい写真をせがんでくるのだ。

「……本当に、お前は人気者だな」

　そう言って星志の頬を優しくつつく冬生さんは、もうすっかり父親の顔をしている。それが嬉しいのに、ほんの少しだけ寂しいのは、私たちがすぐに父母になってしまったからだろうか。

　父でいてほしいのに、夫の冬生さんも恋しい。そんな我が儘な気持ちが胸の内側から顔を出して、母でいたい私をつつく。それを何とか封じ込めて、私は母親の顔で微笑んだ。

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

「早織、」

　星志を彼の腕に預けると、空いた手が私の腰を引き寄せる。 え、と零した唇に甘く噛みつかれて、舌を柔く吸われる感覚。出産後は唇同士を触れ合わせるだけのキスばかりだったから、久しぶりの深いキスに胸が波打つのが分かった。

「俺はこれからも早織の夫であり、星志の父だ。それは永遠に揺らがない」

　キスをほどいた冬生さんが、私と額を合わせて囁く。

　至近距離で覗き込んでくる冬の夜空の瞳は、いつかと同じように熱を孕んでいた。

「家族としてお前と星志を愛すると同時に、男としてお前を愛し続けるから」

「あ……」

　結婚したときから変わらない、どこまでも真っ直ぐで真摯な言葉が胸を打つ。

　————冬生さんの言葉は、どうしていつも私の憂いを溶かしてしまうのだろう。

　飲み込み切れないほどの多幸感が胸を満たし、視界がぼやける。冬生さんと星志、二人を纏めて抱きしめて、私は涙声で囁いた。

「私、冬生さんと結婚してよかったです」

　ずっと抱えていた、一度も言ったことのない想い。

　それをきちんと言葉にした私に、冬生さんがほんの少しだけ目を見開いて、次いで雪解けのような笑みを見せてくれる。

「愛しています」

「俺も……愛している」

　お前も、この子も、————俺に守らせてくれ。

　あの日誓ってくれた言葉をもう一度囁いて、冬生さんは私と星志の額に、順番にキスを落としたのだった。
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　こんにちは、皆原彼方と申します。

　この本をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。数ある作品の中で、目に留めていただけたこと、とてもとても嬉しく思っております。本作を少しでも楽しんでいただけていれば幸いです。

　今回の本は濃蜜ラブルージュ様から出させていただく七冊目の本となります。私は『本当に七冊も出したのだろうか？』と首を傾げているのですが、何はともあれ、こんなにたくさんの作品を世に出せたのは、読んでくださる皆さまのお陰です。改めまして、本当にありがとうございます！




　今作では生まれて初めて、授かりものを書かせていただきました。私にはそういった経験がまだないため、産婦人科に一番苦戦したかもしれません。

　ほとんど初対面の溺愛主義な彼と即日結婚し、子どもを授かる……という所謂定番なお話だったかと思うのですが、大変楽しく書かせていただきました。特に冬生さんのクール溺愛感がお気に召していただけていたら嬉しいです。ヒロインの早織さんも、ちょっぴりネガティブではありますが、明るく前向きに頑張る、正統派ヒロイン（？）の感じが出ているといいなと思っております。ぜひぜひ楽しんでいただけましたら幸いです！

　そして今回の素敵な表紙ですが、森原八鹿様に描いていただきました！

　ぐっとくる耽美感が素敵なイラストで、二人の造形も表情も、何もかもが完璧でした。特に冬生さんはこんなに格好良くなるとは思っていなかったので、イラストを拝見して度肝を抜かれました。それから、早織さんのえっちで可愛らしい下着は、『ウェディングドレスのイメージで白がいいです！』と我が儘を言ってこんな形にしていただきました。とにかくとても可愛い……。

　森原八鹿様、素敵なイラストを本当にありがとうございました！




　改めまして、こうして形にしてくださった編集様、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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